
ヨ呂　　　　　　ドイツ社会文化論とLての映像メディア・アーカイブス（吉田）

ドイツ社会文化論としての映像メディア・アーカイブズ

(1) 2001年：新世紀において人間は進化するか

吉田和比古

本稿は、2001年から2004年にかけて執筆した「ドイツ社会文化論として

のビデオ・アーカイブズ（1ト（6〕」の続稿であるが、論文題名を上記のよう

に変更した理由は、録画される映像の媒体〔メディア）が従来のVHSビ

デオテープからDVD〔ディジタル・ヴィデオ・デスク）に変換しつつあ

るからである。20年前の録画テープがすでに画質劣化の状態にある現実を

考慮すると、当面はDVDの持つ画質特性に依存することになると思われ

るが、将来的には、さらに別の媒体に変わるかどうか、現時点では未知数

である。

ま　え　が　き

「20世紀は、南極大陸を除いて地球の全地表面を国家が覆いつくした初

めての世紀だったといわれる。たしかに20世紀は国家が社会の全領域に介

入することになった世紀である。そして国家は19世紀から20世紀にかけ

て、特定の民族に支えられた国民国家に変貌していった。しばらく前まで

は、日本を含めて世界中のどこでも国民国家についての信頼が揺らぐこと

はなかった。LかL、20世紀も19呂0年代未あたりからソ連や東欧を中JLりこ

民族紛争が激しくなり、民族と国家、その二つを結び付ける国民といった

観念に対する信頼感が揺らぐようになった。21世紀に入っても、地球上を

揺さぶりそうなナショナリズムと民族問題。我々はこの問題にどう向き合
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っ て い く べ きか｣ ｢ 21 世紀の世界史 - 新 しい歴史の構図 - ｣ 〔20 0 1 年2 月2 7

日 ･ 『歴史で見る世界』 ･ E T V ･ 3 0 分〕

上記引用文章の後半に ､ かす か に響 い て い る不協和音は ､ 2 0 0 1 年に 起き

た人類史上まれ に見 る事件で現実の も の と な っ た ｡ 2 0 0 1 年 9 月11 日 ､ ア メ

リ カ で 起きた 『同時多発テ ロ』 を我 々 はメ デ ィ ア を通 して体験する こ と に

なる ｡

2001 年 〔平成1 3 年〕

43 2 . ｢ ア イ ン シ ュ タイ ン の苦悩 - 第二 次大戦と原爆開発 - ｣ 〔200 1 年 1 月

8 日
･ 『教育セ ミナ ー

: 歴史で見る世界』 ･ E T V ･ 30 分〕

第二次世界大戦の 開戦は ､ 短期的 に は193 9 年 9 月 に勃発 したナチ ス ･

ドイ ツ軍 に よ る ポ ー

ラ ン ド侵攻とそれ に伴う英仏 の対独宣戦にあ っ た ｡

しか し､ よ り長期的 に は ､ 第
一

次世界大戦 の ヴ ェ ル サイ ユ 条約で戦争 の

責任をも っ ぱら ドイ ツ に負わせ ､ ｢ 天文学的｣ な賠償金を押し付けたた

め ､ ナ チズ ム の 台頭を招 い た こ と にあ っ た ｡ そ の 上 ､ 1 9 2 9 年の 世界恐慌

の勃発は ､ 不況長期化の原因となり ､ 世界経済の ブ ロ ッ ク化が進む ｡ 1 9 3 3

年に政権を掌握した ヒ ト ラ
ー

は ､ 自らの政敵を
一

掃 し独裁体制を樹立す

る ｡ とく に ヒ ト ラ ー は ヴ ェ ル サイ ユ 体制を無視して再軍備を強行し ､ 19 3 8

年に はオ
ー

ス トリ アを併合 ､ 翌年 の193 9 年に は ソ 連 と不可侵条約を締結

した上 で ､ ポ
ー ラ ン ドに侵攻し ､ こう して 第二次世界大戦が始ま っ た ｡

19 1 6 年に ｢
一

般相村性理論｣ を発表し､ 1 9 2 1 年 に ノ
ー ベ ル 賞を受賞した

アイ ン シ ュ タイ ン は ､ ユ ダヤ人の解放や国際連盟 の文化活動に協力する

など第
一

次世界大戦後の 国際平和維持に強 い 関心を示 した ｡ しか し､ ヒ

ト ラ
ー 政権の成立後は ア メ リ カ に移住 した ｡ 19 3 9 年12 月 ドイ ツ で核分裂

が実証されると ､ 危機感を抱 い た彼は19 4 0 年8 月 に時の ア メ リ カ大統領

ロ ー ズ ヴ ュ ル りこ原爆開発を進言した ｡ その 結果 ｢ マ ン ハ ッ タ ン
･ プ ロ

ジ ェ ク ト｣ と呼ばれる巨大計画が始まり ､ や が て ア メ リ カ は19 4 5 年 7 月



4 0 ドイ ツ社会文化論として の 映像メ ディ ア ･ ア
ー

カ イ ブス ( 吉田)

に原爆実験に成功した ｡ しか し実際の使用 に当た っ て は ソ 連 との無制限

の核開発競争を避けるため ､ 実験的な投下を提案した
一

部 の学者の主張

は無視され ､ 原爆は無警告で19 4 5 年 8 月 ､ 広島と長崎に投下された ｡ 原

爆は歴史上初め て実戦 に使用された ｡ その ため アイ ン シ ュ タイ ン らの物

理学看たちは深 い 挫折感を味わ い ､ 戦後は積極的に核廃絶を主張して い

く ことにな る ｡ その後､ 冷戦 の終結に伴 い ､･ 戦略核兵器 の削減な どが進

ん だ が ､ イ ン ドや パ キ ス タ ン の核保有 ､ イ ラ ク ､ 北朝鮮な どに よる原爆

開発が世界情勢の不安定要因となり ､ 現在に至 っ て い る ｡

4 3 3 . ｢ ベ ル リ ン ･ フ ィ ル と 6 人 の バ シ ス トたち｣ 〔20 0 1 年 1 月 8 日 ･ 『ク

ラ シ ッ ク倶楽部』 ･ B S 2 ･ 6 0 分〕

ベ ル リ ン ･

フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 管弦楽団の コ ン トラ バ ス 奏者による来日

演奏会 ｡ 出演: ク ラ ウ ス ･ シ ュ ト
ー ル

､
エ ス コ ･ ラ イネ ､ マ ル テ ィ ン ･

ハ イ ン ツ ェ ､ ヴ オ ル フ ガ ン グ ･ コ -

リ
ー

､
ベ ー

タ
ー

･ リ
ー

ゲ ル バ ウ ア
-

､

ウ ル リ ッ ヒ ･ ヴ オ ル フ ｡ 〔20 0 0 年11 月24 日 ､ 紀尾井ホ ー

ル〕 こ の 演奏会

は ､ ベ ル リ ン ･ フ ィ ル の 第
一 コ ン トラ ･ バ ス 奏者ク ラ ウ ス ･ シ ュ ト

ー

ル

を中心 に ､ い ずれも ベ ル リ ン ･

フ ィ ル の メ ン バ ー で ア ル 6 人の コ ン トラ

バ ス 奏者によ っ て 開かれ た ユ ニ
ー

ク な コ ン サ ー

ト で ある ｡ ス テ
ー

ジ の 上

で 6 人の奏者がそれぞれ コ ン トラ バ ス を抱える姿は ､ それ自体で視覚的

に圧倒的な存在感を示し ､ 繊細 に して か つ 重厚 で骨太な独自 の音の世界

を展開して い る ｡

4 34 . ｢ 大 い なる遺産を生 か して - ドイ ツ ･ 古城イ ベ ン トコ ー デ ィ ネ ー タ ー

- ｣ 〔20 0 1 年 1 月10 日 ･ B S l 『ヨ ー ロ ピ ア ン ライ フ』 ･ 2 0 分〕

ドイ ツ西部 にあるナメ デ イ 城 に住む ハ イ デ イ ･ ホ ー ユ ン ツ オ レ ル ン さ

ん は ､ 損壊した城 の修復をひとり で行 っ て い る ｡ 結婚式ヤク ラ シ ッ ク コ

ン サ
ー

トな ど､ イ ベ ン ト会場と して城をよみがえらせた ハ イデ イ さ んを

紹介する ｡

43 5 . ｢ 戦後補償｣ 〔20 0 1 年 1 月11 日 ･ ニ ュ
ー

ス B S 2 3 : シ リ
ー ズ ･ 2 1 世紀の

ル ー ル(3)』 ･ B S l ･ 2 0 分〕
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戦争の 世紀と呼ばれた20 世紀､ 被害者の大半は非戦闘貞 の
一

般市民だ

っ た ｡ しか し､ その 多く の 人たちが戦争の補償を受ける こ と はなか っ た ｡

一 方､ 2 0 世紀後半か らさま ざまなケ ー

ス で ､ 訴訟 が繰り広げられ る よう

にな っ て い る ｡ こ の 訴訟社会の 中で ､ 戦争で被害をこうむ っ た個人が ､

そ の 加害国や関係団体に補償を求め て訴訟を起 こす動きが活発化して き

た ｡ 番組で は2 0 世紀に未解決だ っ た戦争の補償問題が ､ 2 1 世紀に どの よ

うに受け継がれ て い く の かを考える ｡ 戦争 に よ る補償 の 問題は ､ 現在国

家間の賠償 の問題 として扱われ て い る ｡ こ の 考え方は ､ 2 0 世紀の初頭 ､

第
一

次世界大戦後の 『ベ ルサイ ユ 条約』(1919 年 9 月) の と き か ら始ま

る ｡ それ以前の考え方は ､ 単に戦勝国が敗戟国に対 し勝 っ た見返りで ､

金銭や土地を求めると いう単純なも の だ っ た ｡ しか し ､ ベ ル サイ ユ 条約

の 締 結 の 場 で ､ ア メ リ カ の ウ イ ル ソ ン 大 統領 が 初 め て 『賠 償

( r e p a r ati o n)』 と い う言葉を用 い る よう になる ｡ 戦争を引き起 こ し た

国が損害を補償する責任がある と い う考え方が始ま っ た ｡ こ れ を受けて

戦争の賠償は ､ 敗戟国が戦勝国に支払うと い う形になり ､ 個 人が こうむ

っ た被害を国家が補償する と いう こ とはなか っ た ｡ た とえ ば ､ ベ トナ ム

戦争の場合な ど､ ア メ リ カ と ベ トナム は和平協定を結んだが ､ 枯葉剤な

どの後遺症に苦しむ ベ トナ ム の 人 々 に つ い て ､ ア メ リ カ が補償に応 じる

動きはな い ｡ ま た 日本で は ､ 太平洋戦争中の強制労働や ｢従軍慰安婦

( c o m f o r t w o m e n)｣ な どの 問題 に対し ､ 補償を求め る裁判は後を絶た

な い ｡ 日本政府は ､ サ ン フ ラ ン シ ス コ 条約は ア ジ ア各国 の 二 国間協定に

よ っ て ､ 太平洋戦争の賠償問題は解決済み と いう見解をと っ て い る ｡ ま

た日本の裁判所も ､ 個人が直接相手の国 に賠償を求める こ とは できな い

と して ､ こ れま で訴えを退けてきた ｡ 最近 ドイ ツ で は ､ 戟争 の賠償は国

家間の 問題 と いう こうした常識がく つ がえ る動きが で てきて おり ､ ナチ

ス の時代に企業な どで強制労働をさ せ られ た犠牲者に補償しようと いう

『個人補償』 の試みが進め られ て い る ｡ 現在も生存し て い る100 万 人 と

も言われ る犠牲者に どの ように ｢個人補償｣ を しようとし て い る の か ｡
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現在 ドイ ツ で は戦争補償 は ､ 戟争の法的責任を認める立場から で はな

く ､ 道義的立場から､ 企業と政府の 出資により作られた財団が行 っ て い

る ｡ き っ か けは ､ ア メ リ カ に お い て次々 と起きた賠償訴訟や ､ ドイ ツ製

品の不買運動な ど､ ドイ ツ の経済を脅かす動きが生 じた こ と にある ｡ こ

う した動きには ､ い ま だ に ナ チ ス ･ ドイ ツ から受けた迫害を許そうとし

な い 特定 の民族集団の強 い 意思が働 い て い る と いう こ とも想像され る ｡

番組 で は ､ ドイ ツ に おける ｢ 記憶と責任 ･ 未来｣ と名づ けられた財団の

活動やそ の仕組み に つ い て詳しく解説する ｡ ドイ ツからの リ ポ ー

トは ベ

ル リ ン支局長 ･ 二村伸｡

⇒ 関連映像資料: 4 70 . ｢ 5 6 年目の償 い - ドイ ツ ･ 強制労働の被害者たち

- ｣ 〔本稿6 9 ペ
ー

ジ参照〕

= 〉関連映像資料 : 4 7 1 . ｢ 過去を問われた ドイ ツ企業 - 強制労働 ･ 56 年後

の償 い - ｣ 〔本稿7 1 ペ ー ジ参照〕

4 36 . ｢ 世界くら しの 旅 : ベ ル リ ン｣ 〔20 0 1 年 1 月14 日 ･ 『教育セ ミ ナ
ー

･

世界くらし の旅』 ･ E T V ･ 3 0 分〕

番組の講師であ る内藤正典氏 (
一

橋大学) は ､ 2 0 0 0 年12 月ゼ ミ の 学生

を伴 っ て変貌めまぐる しい ベ ル リ ン を訪ね ､ そこ で暮らす人々 に ビデ オ

取材を行 っ た ｡ 統
一

後もなお続く東西 の経済格差の 問題と ､ ト ル コ 人を

中心とする外国人労働者とそ の家族､ そ して地域紛争による難民とな っ

て ドイ ツ に 流入する外国人と のあ つ れき の実態を学生たちは目の当たり

に しながら ､ 異文化と の 共存は ドイ ツ の みならず､ 日本め問題 でもある

こ とを認識す る ｡

4 37 . ｢ ア ル フ リ ー

ト ･ ク ル ッ プ｣ 〔20 0 1 年 1 月14 日 ･ 『100 人の20 世紀』 ･

N T 2 1 < テ レ ビ朝日系列> ･ 3 0 分〕

1 94 8 年 7 月3 1 日 ､ ドイ ツ の 戟争犯罪人を裁く ニ ュ ル ン ベ ル ク後続裁判

で ､ ｢1 2 年 の禁固刑お よび全財産の 没収｣ の判決を受けた
一 人の 実業家

が い る ｡ ア ル フ リ
ー

ト ･ ク ル ッ プすなわちドイ ツ の 鉄鋼王 ､ 大砲王 ､ そ

し て兵器工場と呼ばれたク ル ッ プ社の 5 代目当主である ｡ ア ル フ リ ー

ト
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は ､ 被告席で裁判 の 間終始無表情だ っ た ｡ ア ル フ リ
ー

トが裁 かれ た罪は

｢略奪｣ と ｢ 奴隷的使役｣ だ っ た ｡ ク ル ッ プ社 は第二次世界大戦中 ､ ヒ

トラ
ー

が率 い る ドイ ツ 国防軍が軍事的に占領した地域 の設備や工場を揺

収して ､ 大きな利益をあげた ｡ さ ら に ､ 労働力不足を補うため ､ 戦争捕

虜 (P O W ) や ､ 外国人労働者､ 強 制収容所 の収容者な ど約1･0 万人を劣

悪な条件で働かせ ､ 非人間的行為を行 っ た と され た ｡ ア ル フ リ
ー

トは ､

最終陳述 で ｢ 戦争と いう非常時に ､ 私たちは何百万と いう前線 ･ 銃後の

ドイ ツ 人と同様 ､ た だ義務を遂行した に過ぎな い｣ ｡ ク ル ッ プ社は ､ 19

世紀から鉄鋼業を営み ､ 20 世紀に かけて の 戦争 の時代に は大砲な ど兵器

を生産して波に乗り ､ ドイ ツ企業の名門として ､ 政権に は不可欠の存荏

とな っ て い っ た ｡ ク ル ッ プ社 の特徴は ､ 長子継承 の個人会社にあり ､ 巨

大な企業を時の当主が全権を握る ｡ ア ル フ リ
ー

トが 5 代目を引き継ぐの

は第二次世界大戦中の ､ 19 4 3 年｡ ヒ トラ ー が兵器増産を叫ん で い る時だ

っ た ｡ 裁判 で連合国は ､ 戦争が ドイ ツ 産業界と ドイ ツ政府の陰謀で ある

と結論付けたか っ た ｡ その ため ､ ドイ ツ産業界の シ ン ボ ル 的存在 の ク ル

ッ プを槍玉に挙げた ｡ 禁固12 年と全財産没収 の判決は ､ 勝利者の ｢ み せ

しめ｣ 刑として最大の効果を挙げたと い え る ｡ そ して それはク ル ッ プ衣

の没落をも意味して い た ｡ と こ ろ が ､ 時代は ｢ 冷戦｣ - と動く ｡ ｢ マ
ー

シ ャ ル ･ プラ ン｣ の導入により ヨ
ー ロ ッ パ の経済復興支援が始まる ､ そ

の 過程 で冷戦対立は決定的となり ､ 朝鮮戦争も始まる ｡ こ の 時ア メ リ カ

が着目した の は ク ル ッ プ社が持 っ て い た ｢ 工業力｣ で ある ｡ か つ て ヒ ト

ラ
ー

が必要と して い たよう ､ ア メ リ カ は今度は対共産主義 の戦争の た め

む子再びク ル ッ プの ような ｢ 戦争ビ ジネ ス マ ン｣ を､ そ して敗戦国ドイ ツ

の 工業力を必要とす る よう にな っ た ｡ ニ ュ ル ン ベ ル ク 裁判から 3 年後､

1 9 5 1 年 2 月 3 日 ､ ア ル フ リ ー

トが収監され て い た バ イ エ ル ン州 の ラ ン ツ

ベ ル ク監獄 の扉が開けられた ｡ ア ル フ リ ー トは釈放会見で こう述 べ た ｡

｢ 私の 人生は ､ 私の 意志だけで はなく ､ 歴史の歩み に よ っ て決定され て

きた｣ ｡
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= 〉関連映像資料:

4 38 . ｢ 地 獄に堕ちた勇者ども｣ (
"

L a c a d u t a d e gli d ei
"

, 1 9 6 9 年 伊 ニ

ス イス)

監督: 脚本: ル キ ノ ･ ヴイ ス コ ン テ イ ｡ 第二次世界大戦中 ､ ｢ 郵便配

達は 二度ベ ル を鳴らす｣ に よ っ て ｢ イ タリ ア ･ ネ オ ･ レア リ ス モ 〔イタ

リ ア新現実主義〕｣ の 口火を切 っ た ヴイ ス コ ン テ イ 監督が ､ 大戟前の ド

イ ツ を舞台に ､ ナ チズ ム に よ っ て富と権力を奪われ て い く ｢ 鉄鋼
一

族｣

の 悲劇を措きながら ､ 歴史そ のも の まで語り つ く した集大成とも言える

作品 ｡ モ デ ル とな っ たの は ､ ク ル ッ プ ･ フ ァ ミ リ
ー と い われ て い る ｡ ナ

チ ス が台頭し始めた ドイ ツ ･ ル
ー

ル 地方 に勢力を持 つ 鉄鋼王 ､ エ ッ セ ン

ペ ッ ク家の 集 い の夜 ､ 当主が何者か の 陰謀によ っ て 暗殺される ｡ こ の 事

件を契機に起 こ る
一

族の 跡目相続 の骨肉の争 い と ､ それによ っ て 漁夫の

利を得ようとする陰険なナチ ス 親衛隊 の存在を描き出す ｡ ｢ ベ ニ ス に死

す｣ に続く ドイ ツ 3 部作 〔19 7 2 年 の ｢ ル
ー トヴ ィ ヒ 神々 の たそがれ｣

で完結〕 の中間に位置する こ の作品で ､ ヴイ ス コ ン テ イ は ､ 人間の愛憎

と相克をデ カ ダ ン ス な映像美で浮き彫りにする ｡ (1 5 5 分)

43 9 . ｢ ウ ィ
ー

ン は私 の夢舞台 -
一

路真輝 - ｣ 〔2 00 1 年 1 月14 日 . 『N 響 ア

ワ ー

』 ･ E T V ･ 6 0 分〕 出演 :
一 路真輝 ､ 司会: 池辺晋

一

郎 ･ 檀ふ み ｡

｢ N 響ア ワ ー ｣ と い う息の長 い 番組の ､ 2 1 世紀最初 のゲス トは ､ 元宝

塚 の ト ッ プ ･ ス タ
ー ー 路真輝 ( い ち ろまき) ｡ 現在 ､ 女優 ･ 歌手と して

活躍中の
一

路 は ､ 前年200 0 年ミ ュ ー ジ カ ル ｢ エ リ ザ ベ ー ト｣ の 主役で評

判をと っ た ｡ エ リザ ベ
ー

ト (1 8 3 7 - 1 8 9 8) は ､ オ
ー

ス トリ ア - ハ ン ガリ

ー 帝国を支配した ハ ブス ブ ル ク家の フ ラ ン ツ ･ ヨ - ゼ フ Ⅰ世 (在位18 48

- 1 9 1 6) の 皇妃 で ､ シ シ
ー

の 愛称で慕われた美女であ っ た ｡ ウ ィ
ー

ン の

王宮の生活になじめずに ､ 機会ある ご と に ヨ ー ロ ッ パ 中を旅行して い た

が ､
ス イ ス で無政府主義者に暗殺される と いう悲劇の最期を閉じた ｡ バ

イ エ ル ン 国王 ル ー

ト ヴィ ヒ Ⅱ 世 とは従姉弟 の 関係 に当た る ｡
一 路は ､ ウ

ィ
ー

ン の ｢ ア ン ･ デ ア ･ ウ ィ ー ン 劇場｣ で ､ こ の ミ ュ ー ジ カ ル の 中の曲
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を歌 っ た ｡ この劇場は ､ か つ て ベ
ー

ト
ー ベ ン が交響曲第三番 ｢ 英雄｣ を

初演した こ と でも知られ る ｡ ヴイ ス コ ン テ イ の 映画｢ ル ー

トヴ ィ ヒ 神々

の たそがれ｣ で は ､ ロ ミ - ･ シ ュ ナイ ダ ー が エ リ ザ ベ ー トに扮して出演

して い る ｡

4 4 0 . ｢ マ ー シ ャ ル と シ ュ ー マ ン - 米 ソ 冷戦 と ヨ ー

ロ ッ パ 統合 - ｣ 〔2 00 1 年

1 月15 日 ･ 『教育セ ミ ナ ー ･ 歴史で見 る世界』 ･ E T V ･ 3 0 分〕

第二次世界大戦中 の ア メ リ カ は ､ 直接的 に戦場 にな る こ とを免れた上

に ､ 急速な軍需経済の拡大や原子力な どの技術革新にも成功 し､ 圧倒的

な経済的優位を確立する ｡ こ の 経済的優位を背景をとして 強 い ドルを中

心とした ､ 世界的規模で の通商自由化体制の実現をめざすととも に ､ 安

全保障 の 面 で は ｢ 国際連合 ( u N)｣ を創設 し､ 米 ･ 英 ･ 仏 ･

ソ
･ 中 の

~ 5 大国の協調による平和 の確保を構想して い く ( パ ッ ク ス ･ ア メ リ カ
ー

ナ) ｡ 他方､ 第二次世界大戦中に ドイ ツ 軍と の 死闘 で200 0 万 人も の 犠牲

者を出した ソ連は ､ ドイ ツ の弱体化と東 ヨ
ー ロ ッ パ の 共産主義を露骨 に

求めたため ア メ リ カ と対立した ｡ さら に ､ 194 7 年 3 月 に トル
ー マ ン大統

領は戦争で経済的に疲弊したか つ て の植民地大国イギリ ス に変わ っ て ､

ギリ シ ア と ト ル コ に軍事援助を与える ｢ ト ル
ー

マ ン ･ ドク トリ ン｣ を発

表し､ 世界に対して自由主義か ､ 共産主義か の選択を迫る ｡ それから56

年彼の2 0 0 2 年ア メ リ カ大統領ジ ョ
ー

ジ ･ ブ ッ シ ュ は ､ ア フ ガ ニ ス タ ン に

対する報復的空爆を開始するとき に テ レ ビを通 じて世界に呼びかけた ｡

自由主義国 の側 に つ く の か ､ テ ロ リ ス ト の 側 に つ く の か と ｡ ア メ リ カ の

政策は絶えず二者択
一

で あ っ た し ､ 今もまたその体質は変わらな い ｡ 話

を戻すが ､ 当時モ ス ク ワ で は戦勝国 の外相会議が開催され て い た が ､ ド

イ ツ講和問題で の対立が解けず､ 帰国した マ ー シ ャ ル 国務長官は ヨ ー ロ

ッ パ の 経済復興が急務であ る と判断 ､ 同年6 月 に西 ヨ
ー ロ ッ パ 援助計画

として ｢ マ ー シ ャ ル ･ プラ ン｣ を発表した ｡ しか し ､ ソ 連 は参加を拒否

したため ､ こ こ に来て米ソ対立 は決定的となる ｡ ｢ マ
ー

シ ャ ル ･ プラ ン｣

で ア メ リ カ は ､ 援助額を圧縮さ せ る ため ､ 西 ヨ ー ロ ッ パ に側 に共同計画
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の 立案に ドイ ツ の 参加を強く求め る ｡ しか し ､ フ ラ ン ス の ドイ ツ に対す

る不信感は根強く ､ 石炭資源の豊富なル ー ル 地方やザ ー ル 地方の ドイ ツ

からの分離を要求するま で になる ｡ こ の 独仏対立の緩和に大きな役割を

果た したの は両国の 間 に位置する小国ル ク セ ン ブ ル ク で生まれ ､ フ ラ ン

ス で育ち ､ ドイ ツ に留学した経験の持ち主である フ ラ ン ス外相の シ ュ
ー

マ ン で あ る ｡ 彼 は195 0 年 5 月 ｢ ヨ ー ロ ッ パ 石炭鉄鋼共同体 ( E C S C)｣

構想を提案し ､ 西 ヨ ー ロ ッ パ 統合 の 布石が築かれた ｡ E C S C は今日 の E U

の 萌芽となる ｡

4 4 l ･ ｢ ミ ハ エ ル ･ ゴル バ チ ョ フ｣ 〔20 0 1 年 1 月2 1 日 ･ 『100 人の20 世卿
･

N T 2 1 < テ レ ビ朝日系列 > ･ 3 0 分〕

44 2 . ｢2 1 世紀 へ の 証言 : 誤算なき未来 ヘ ミ ハ イ ル ･ ゴ ル バ チ ョ フ｣〔19 9 9

年 4 月25 日 ･ B S l ･ 3 0 分 ､ 1 9 9 8 年 4 月2 5 日 の 再放送 ･ 6 0 分〕

198 9 年1 1月 9 日 の ベ ル リ ン の 壁崩壊と いう大きな出来事に関して ､ 旧

ソ ビ エ ト連邦 の改革 の立役者 M ･ ゴ ル バ チ ョ フ の 果 た し た役割 の 大き

さは ､ あまり日本の メ デ ィ ア で は取り上げられ て い な い ｡

4 4 3 . ｢ ドイ ツ ･ 故郷と異郷の はぎま で - 萎尚中 - ｣ 〔20 0 1 年 1 月21 日 『世

界 ･ わが心 の旅』 ･ B S 2 ･ 4 5 分〕

在日韓国人二世として初め て東京大学教授とな っ た政治学者の妻尚中

( カ ン ･ サ ン ジ ュ ン) は ､ ドイ ツ留学の経験を持 つ ｡ そ こ で 出会 っ たの

は ､ ドイ ツ社会を最底辺で支える外国人労働者だ っ た ｡ 妻氏 は ､ ｢ 在日｣

が抱える問題と ドイ ツ 国内の 問題とが ､ ある種の平行性をも っ て い る こ

と に注目し､ 日本社会におけ る マ イ ノ リ テ ィ の視線で ､ ドイ ツ 社会の マ

イノ リ テ ィ 問題 に ､ 持ち前の鋭 い 観察眼を向けて い く ｡ 1 9 5 0 年在日韓国

人二世と して熊本 に生まれた妾氏は ､ 1 9 9 8 年 ｢ 在日｣ で 初 の東大教授に

就任｡ 専門 はア ジ ア近現代史からみ る 日本社会 の分析 ｡ 彼は29 歳の とき ､

在日と して どう生き て い く べ きか思 い 悩んだ末に留学を思 い 立 っ た ｡ 行

き先は エ ア ラ ン ゲ ン に ある ニ ュ ル ン ベ ル ク ･ エ ア ラ ン ゲ ン大学｡ 研究生

と いう自由な立場で ､ 図書館に通 い 読書に没頭する 日々 の 中で ､ 妻氏 は
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一 人の ギ リ シ ア人学生と出会う｡ そして彼を通 じて ドイ ツ社会の 中で暮

らす マ イ ノ リ テ ィ すなわち外国人労働者とそ の 家族 の 中で ､ 自分 の 生き

る道を見出 して い く ｡ 今回は ､ 2 0 年ぶ り の エ ア ラ ン ゲ ン訪問となり ､ 大

学で知り合 っ た ギリ シ ア人友人 の 実家 のある ミ ュ ン ヒ ェ ン に向かうが ､

彼とその家族はすで にギリ シ ア に帰国した後だ っ た ｡ 妻氏 は ､ 友人 と の

2 0 年ぶ りの再会を果たすため に ギ リ シ ア の ア テ ネ へ と向か っ た ｡

∋ 関連映像資料 : 1 9 . ｢ 最底辺 ･ 西 ドイ ツ の外国人労働者｣ 〔1 99 8 年12 月

2 日
･ N H K ･ 4 5 分〕 < 『法政理論』 第33 巻第3 号(2 0 0 1) p . 9 1 参照 >

4 4 4 . ｢ ア ン ネ ･ ゾ フ ィ ー ･ ム ッ タ
ー ｣ 〔20 0 1 年 2 月 1 日 ･ 『音楽 ドキ ュ メ

ン タ リ
ー

』 ･ B S 2 ･ 5 5 分 / 原題 :
=

A n n e S o p h i e M u tt e r
-

A L if e w it h

B e et h o v e n
-
=

19 98 年 製作: R M / B B C / F 3 〕

世界的 に活躍する バ イ オリ ニ ス ト､ ア ン ネ ･ ゾ フ ィ
ー

･ ム ッ タ
- は ､

1 9 9 8 年に 世界各地で ベ
ー

ト
ー ベ ン の バ イ オリ ン

･

ソ ナ タ 全曲演奏会を行

っ た ｡ こ の番組は ､ その 演奏会に臨むム タ ー を追 っ た ドキ ュ メ ン タリ
ー

映像で ある ｡ ム タ ー は19 7 7 年 に カ ラ ヤ ン と の共演で デ ビ ュ ー を飾 っ た ｡

番組 の 冒頭で ム タ
ー は 語る ｡ ｢ ベ

ー

ト
ー ベ ン は生涯 で10 曲 の バ イ オリ ン

･ ソ ナ タを作曲しま した ｡ こ の1 0 曲をす べ て演奏する こ と は ､ 私 と ピア

ノ伴奏者オ
ー

キス に と っ て の大きな挑戦です｡ 今ま で20 年に わた っ て引

き続けてきた こ れ ら の ソ ナタを､ 私 は 一 年と いう時間をかけて じ っ くり

と弾き込ん で み る こ と に しました ｡ 私 に と っ て こ の ソ ナタ に はまだまだ

未知の部分が多く潜ん で い ます｡ こ の 作品 の 中 にある限りな い 可能性を

引き出しながら､ 演奏し て い けれ ば と思 っ て い ます｣ ｡ こ の 言葉はあら

ためて言うまでもな い が ､ 楽器を演奏する と いう行為は ､ 単な る音の コ

ピ ー

で は なく ､ 絶えず
一

回的な発見や ､ 演奏者独自の ｢ 音 の 世界｣ の 翻

訳 〔解釈〕 行為であ る こ とを強く裏付けて い る ｡ ム タ ー は機会を見つ け

て は ボ ン にある ベ ー ト ー ベ ン ハ ウ ス 〔彼 の 生家〕 を訪れ ､ 手書き原稿 の

研究を行 い ､ で きる だけ ベ ー

ト
ー ベ ン の 内面世界を読み取ろうと努力し

て い る ｡ また番組 の 中で は ､ よき音楽的 パ
ー

トナ
ー

で ある伴奏者である
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ラ ン バ ー ト ･ オ ー キス と の ベ ー ト ー ベ ン の ソ ナ タをめ ぐる音楽談義を交

えた練習風景が ､ 大変興味深い も の にな っ て い る ｡ 当時ウ ィ
ー

ン の 音楽

新聞は ､ ソ ナ タ第9 番の ｢ ク ロ イ ツ ェ ル ･

ソ ナ タ｣ に つ い て次の よう に

報じて い る ｡ ｢ こ の 曲を聞 い て い る と ､
一 種独特の 美しさ と芸術的テ ロ

リ ズ ム の 脅威を感じ て ､ ベ ー ト ー ベ ン の底力に圧倒され る ｡ この作品に

は特別な力が宿 っ て い る ｡ と に かく彼は他 の作曲家と
一

線を画する才能

を持ち合わせ て い る｣ ｡ 入念 なリ ハ ー

サ ル を終えた 二人が入る の は楽屋

裏､ そ して メ ー キ ャ ッ プ｡ 舞台の せりから ､ 軽く声を掛け合 い ながら､

二 人は い よ い よ シ ャ ン ゼ リ ゼ ー 劇場の表舞台 へ と上が っ て い く ｡ こ の 日

演奏する曲目 の ひと つ は ､ ｢ バ イ オリ ン ･

ソ ナタ第1 0 番 ト長調作品9 6｣

で ある ｡

4 4 5 . ｢6 000 人の命を救 っ た外交官 - 杉原千畝 ･ ビザ大量発給決断の時 - ｣

〔20 0 1 年 2 月 7 日 『そ の 時歴史が動 い た』 ･ N H K ･ 4 5 分〕 < 以下 は ､

番組資料保存の ため に ､ ホ ー ム ペ ー ジか ら引用した >

出演者: 松平定知ア ナウ ンサ
ー

｡ 【出演者】関栄次(作家) ザ ン ビア ､

ハ ン ガ リ
ー 駐在大便を歴任 し19 9 2 年退官｡ そ の 後､ ｢ 遥 か な る祖国｣

(P H P) ｢ ハ ン ガ リ
ー

の 夜明け - 1 9 8 9 年 の 民主革命 - ｣ ( 近代文芸社)

等の作品を執筆｡

その 時 : 19 4 0 年 7 月2 9 日 : 杉原千畝 ユ ダヤ人 へ の ビザ大量発給開始

番組のあらすじ : 第二次世界大戦中 ､ ナ チ ス に追われた ユ ダヤ人にビザ

を発給し､ 6 千人 の命を救 っ た外交官 ･ 杉原千畝 ｡ 去年公開された千畝

の手記からは ､ こ れま であまり語られなか っ た千畝 の姿が浮かび上が っ

て きた ｡ ｢ 多数ノ 工作費提案アリ ､

一 切拒否｣ ｡ 千畝 は危険なス パ イ の仕

事を要求されながら ､ そ れ を拒み続けて い た ｡ ま た ｢ 特殊事務｣ の ため

に赴任したリ ト ア ニ ア の領事館に は ､ ドイ ツ の 秘密警察も潜ん で い た と

いう ｡ ユ ダヤ人 へ の ビザ発給は ､ 千畝 と家族 の命を危険にさらす可能性

もあ っ た の で あ る ｡ しか し千畝は ､ 頼 っ て きた ユ ダヤ人たち の命を救う

ために決断をする ｡ 戦後 ､ 外務省を辞職させられた千畝だが , 2000 年10



法政理論第39 巻第1 号 (2 0 0 6 年) 4 9

月 ､ ようやく外務省は正式に謝罪する こ と に より ､ 千畝 の名誉が回復さ

れた ｡ 番組 で は ､ 新しく公開された手記を軸に ､ 千畝 が官僚的な手続き

にとらわれる こ となく ､ 人道的な立場に立 っ て ､ 多くの命を救う決断を

下 した瞬間を措く ｡ 杉原千畝と本国の外務省と の やりとりそ の都度述 べ

て い る言葉は ､ 1 . 杉原千畝の書 い た手記2 .
メ モ 3 . 杉原幸子夫人 の

著作 ｢ 6 千人の命 の ビザ｣ 4 . 外務省外交史料館に残され て い る電報を

用 い た ｡ 杉原メ モ杉原千畝が晩年に書き記 したメ モ ｡ 後に手記を書 こう

とした杉原が ､ その 下書きと して メ モ を書い たもの と考えられる

杉原千畝の カウナス 赴任の 目的 に つ い て : ソ 連 と ドイ ツ の 情報を探る た

め の赴任であ っ た事は ､ 日本とポ ー ラ ン ドの 研究雑誌 ｢ ポ ロ ニ カ｣ に お

い て ､ 杉原 が自らの 赴任理由に つ い て 語 っ て い る ｡ さ ら に ､ 杉原 は ポ ー

ラ ン ドの 地下組織と の つ な がりを持つ こ とで様々 到育報を得て い た こ と

も ､ 彼 の 言葉から聞く ことが出来る ｡ リ トア ニ ア : カ ウ ナ ス 第二次世界

大戦当時､ リ トア ニ ア の 首都だ っ た街 ｡ 現在は 工業都市と して発展 ｡ リ

トア ニ ア に 関して は ､ リ ト ア ニ ア大使館 ･ 日本領事館 ( カ ウ ナ ス) の建

物は ､ 現在日本文化セ ン タ ー と して管理され て い る ｡ 執務室 のあ っ た部

屋は 一

般公開され て い る ｡ 問 い 合わせ は ､ リ トア ニ ア大使館､ ある い は

旅行会社まで ｡ グ ッ ジ ェ の メ モ ( 去年公開された杉原メ モ) :
一

般の 公

開はされ て は い な い が ､ 渡辺勝正氏 ｢真相｣ ( 大正出版) の 中で メ モ に

つ い て触れ て い る ｡ リ トア ニ ア併合と ､ 領事館の明け渡し期限に つ い て :

杉原千畝 の ｢ 手記｣ の 中 で ､ 8 月25 日まで に領事館閉鎖の告知に つ い て

触れ て い る ｡ ( 7 月22 日 に ソ 連邦 - の 加盟を決定 ､ 8 月 3 日 に併合 が成

立とな っ た ｡)

⇒ 関連映像資料 : 45 9 . ｢ ビザと美徳｣ < 本稿6 1 ペ
ー

ジ参照 >

4 46 . - 4 4 7 . ｢ エ ネ ル ギ ー シ フ ト(1)電力革命が始ま っ た(2) ヨ ー

ロ ッ パ 市民 の

選択｣ 〔2 00 1 年2 月1 0 ･ 1 1 日 ･ E T V ･ 各45 分〕

石油や石炭な ど､ い ずれ は枯渇する化石燃料から脱却し ､ 半永久的に

利用できる自然 エ ネ ル ギ ー

に転換しようと いう動きが本格化し始め て い
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る ｡ 番組で は ､ 今 エ ネ ル ギ
ー の 世界で起き つ つ ある巨大な変化と最新の

動向を2 回 シ リ ー ズ で伝える ｡

(1) 電力革命が始ま っ た . 第 1 回は ､ 電力の分野 でも っ とも激しい 変化

が起 こ っ て い る ヨ
ー ロ ッ パ ｡ 日本で は総電力 の 1 パ

ー セ ン ト に過ぎな い

『自然 エ ネ ルギ
ー

』 利用 であるが ､ ドイ ツ や北欧で は風力発電を中心と

す る仝 エ ネ ル ギ ー 革命が進み ､ 総電力 の10 パ
ー セ ン トを担うまで にな っ

て い る ｡ 最先端を行く デ ン マ
ー

ク で は ､ 今後3 0 年で総電力の45 パ
ー セ ン

トを自然 エ ネ ル ギ ー ( 主 に風力) で 生み出す こ とを目標として い る ｡ ま

た ､ ドイ ツ は2 000 年､ 原子力発電から の撤退と いう歴史的な発表を行 っ

た ｡ 3 0 年間 ､ 自然 エ ネル ギ
ー

の 実用化の進まな い 日本と ､ 急速な実用化

を達成した ヨ
ー ロ ッ パ の違 い は どこ にあ っ た の か ｡ そ こ に は ､ 制度改革

を推し進め た名もなき市民たち の 決断があ っ た ｡ ｢ 第二 の市民革命｣ と

さえ呼ばれ る ヨ ー ロ ッ パ の ｢ エ ネ ル ギ
ー

･ デ モ ク ラ シ
ー

｣ の 動きをた ど

る ｡

(2) ヨ ー

ロ ッ パ 市民 の選択 .
エ ネル ギ ー 革命の最先端の動きを伝える 2

回 シ リ
ー ズ の 第二夜は ､ 20 世紀文明 の象徴と い える自動車をめ ぐる エ ネ

ル ギ
ー

革命を取上げる ｡ 自動車の新し い 動力源と して ｢ 21 世紀の エ ネ ル

ギ
ー

｣ の 本命と目され て い る の が ､ 水素を原料に電気と水を作り出す｢ 燃

料電池｣ で ある ｡ 水素は地球上に無尽蔵に存在し ､ 二 酸化炭素をほとん

ど出さな い ク リ
ー

ン エ ネ ル ギ ー

で ある ｡ 自動車は2 05 0 年に今の 3 倍に当

たる1 7億台が地球上を走 る こ と にな ると い われ ､ それ だけ い っ そう地球

環境 - の 負荷もますます大きくなる と懸念され る ｡ 自動車産業の生き残

りは ､ 燃料電池開発にかか っ て い る とも い える ｡ 番組 で は ､ 急ピ ッ チ で

開発を進め る自動車メ ー カ ー

､ 次世代 の 燃料 の 主役を伺う石油メ ジ ャ

ー

､ さら に は新し い 交通イ ン フ ラ を模索する各国政府まで ､ 未来の ｢ 水

素社会｣ を にらん で進む エ ネル ギ ー 革命 の舞台裏に迫 る ｡

4 4 8 . ｢ ドキ ュ メ ン タ リ
ー ･ ドラ マ ドイ ツ続

-

の 舞台裏(1)自由を求めて｣

〔2 00 1 年2 月1 1 日 ･ 製作: Z D F ( ドイ ツ 第2 テ レ ビ) 2 0 0 0 年 ･ 90 分〕
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4 4 9 . ｢ ドキ ュ メ ン タ リ ー ･ ドラ マ ドイ ツ統 一 の 舞台裏(2)歴史を変 えた

日 々｣ 〔200 1 年 2 月12 日 ･ 製作: Z D F ( ドイ ツ 第2 テ レ ビ) 2 000 年 ･ 9 0

分〕

19 8 9 年10 月 6 日 ､ ベ ル リ ン の 壁崩壊 の約
-

ケ 月前｡ ソ 連共産党書記長

ミ ハ エ ル ･ ゴ ル バ チ ョ フ は ､ 共産圏の優等生 の弟とも言える ｢ 東ドイ ツ

( ドイ ツ民主共和国)｣ を訪問 ｡ 東ドイ ツ の 国家的指導者ホ
- ネ カ ー

は ､

空港 で ゴ ル バ チ ョ フ を出迎える ため に精
一

杯 に 上機嫌な態度を演 じて見

せ ｡
一

方10 月 9 日 ､ ザク セ ン の商都ライ プチ ヒ で は 5 万人 の市民デ モ が

計画され て い た ｡ ライ プチ ヒ市の党幹部は ､ こう した事態の収拾に苦慮

して い た ｡ 彼らは ､ 市民 デ モ の象徴的な存在である ラ イ プチ ヒ ･ ゲ ヴア

ン ト ハ ウ ス ･ オ
ー

ケ ス ト ラの指揮者ク ル ト ･ マ ズ ア の自宅 に集まり市民

と出会い ､ デ モ の 中止あ る い は流血の惨事 の 阻止 の た め にひそか に話し

合 い を持 っ た ｡ 1 0 月 9 日 ､ 毎週月曜日 の定例の市民デ モ が ､ 夕刻 に始ま

っ た ｡ 東 ベ ル リ ン映像作家ラ ドム ス キ は ､ 同僚 の ジギ
-

と
一

緒 に傭撤撮

影に絶好の位置にある教会の屋上から デ モ の
一

部始終を撮影｡ 東 ベ ル リ

ン在住 の 二人は ､
い か に こ っ そりと ベ ル リ ン を抜け出 して ライ プチ ヒま

で行くかが問題 であ っ た ｡ ライプチ ヒ に向かうす べ て の道路には警察と

治安部隊が配備され て い た ｡ 多数の治安警察部隊 の車両が市内に入 っ て

きた ､ 市民がすで に不穏な空気を察知して い た ｡ 病院に は ､ 流血 の惨事

に備えて大量 の血液が搬入され て い る と いう噂がたちまち市民 の 間に広

が っ た ｡ 多数の市民が集ま っ た デ モ 会場 の広場に ､ マ ズ ア の声が響 い た ｡

｢ 我 々 は共通の憂慮と責任を感じ ､ 事態を解決する方法を模索して い ま

す｡ 我々 は社会主義の 継続に つ い て自由に議論す べ き です ｡ 全市民に約

束します ｡ ライプチ ヒ だけで なく政府と対話が行われ る よう全力を尽く

します｡ こ の 対話が平和的に進むよう慎重に行動してくださ い｣ ｡ ラ イ

プチ ヒ の 党幹部は ､ ベ ル リ ン の支持をあお い だが ､ 何の連絡もなく ､ 彼

らは自分たち の責任にお い て治安部隊を撤収させ た ｡ ベ ル リ ン の 壁 の ち

ょう ど -

ケ 月前､ こう して ひ た ひたと東ドイ ツ における自由 のうねりは
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もは や後戻りする こ となく進み始めた ｡ 政府の党幹部は ､ 秘密警察が ラ

イ プチ ヒ市内に取り付けた監視カ メ ラ で ､ 市民の動向を
一

部始終見て い

た ｡ 市民 の エ ネ ル ギ
ー

はもはや止めようがな い こ とを悟 っ た幹部たちは

密か に ホ
- ネ カ ー

解任を画策し始めた ｡ だ が新た に就任した エ ゴ ン
･ ク

レ ン ツ に東 ドイ ツ 国民はもはや何の期待もして い なか っ た ｡ 彼は ､ 壁 の

崩壊後に こう語 っ て い る ｡ 『私はメ デ ィ ア の力を過小評価 して い た』｡ ク

レ ン ツ は貧乏く じを引 い て しま っ た とも い え る ｡

1 1 月 4 日 ､ 東 ベ ル リ ン の ア レク サ ン ダ
ー 広場 で ､ 東独政府が始め て承

認 した市民の抗議集会が開催された ｡ 1 1 日 ､ 広場 に集ま っ た大群衆 の前

で ､ 人権運動家や芸術家が演説をした ｡ 末端の 政治局員である シ ャ ポ ウ

ス キも演壇 に登 っ た ｡ ｢ シ ャ ポ ウ ス キ です ｡ ･ 今後も社会主義 の 道

を ､ 我々 の 手で力強く社会主義を築い て い こう ｡ 人民 がそれを求め て い

る の だ｣ ｡ 社会主義の 決まり文句 の ア ピ
ー ル は会場 に むなしく響 い た ｡

一

方 ､ 会場 に は ｢ シ ャ ポウ ス キ ､ 常套句はたくさ ん だ｣ と い う非難 の プ

ラ カ
ー

ドもあ っ た ｡ 演説が終わ っ た とた ん ､ 会場はブ ー イ ン グの嵐に包

まれた ｡ 事態の 緊急性を冷静に見 て い た の は在東 ベ ル リ ン の ソ 連大使館

公使だ っ た ｡ 彼は ､
一

刻も早く 『旅行法の改正案』 を発表する必要性を

見抜い て い た の で あ る ｡ 東独 の 国民が望 んで い たの は ､ 自由な国外旅行

だ っ た ｡

= > 関連新聞資料 :

コ ー

ル 前首相の妻 ･ 病気苦に自殺 【ベ ル リ ン支局 5 日】 ドイ ツ の コ ー

ル前首相 (7 1) の 妻 ハ ン ネ ロ
- レ ･ コ ー ル さ ん (68) が ､ 同国南西部

の ル ー ドビ ヒ ス ハ ー

フ ェ ン の 自宅 で亡くな っ て い る の が ､ 5 日朝発見

された ｡ 前首相 の事務所 は同日 ､ 病気を苦にして の自殺と発表した ｡

ハ ンネ ロ - レ さん は93 年､ 病気の 治療で使 っ た ペ ニ シリ ン が原因とみ

られる ア レ ル ギ ー 性の 病気にかかり ､ 皮膚をまもるため に 日光や強 い

光線を避けなければならな い 状態だ っ た ｡ 病状 は 1 年ほ ど前か ら悪

化｡ ト ル コ の イ ス タ ン ブ
ー ル で行われた次男 の結婚式にも出席できな
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か っ た ｡ 〔『朝日新聞』 20 0 1 年 7 月 7 日 ･ 朝刊 ( 新潟)〕

4 50 . ｢ 法なき ヨ ー

ロ ッ パ - 国際犯罪 に揺 れる E U - ｣ 〔20 0 1 年 2 月17 日 ･

B S l ･ 9 0 分〕

ヨ
ー ロ ッ パ の 国々 で 政治外交経済な ど幅広 い 分野 で協力して い こうと

い う E U で は ､ 国境を越え て広が る犯罪 に頭を痛め て い る ｡ 多く の 司法

関係者が この こ と に危機感を抱き ､ 19 9 6 年 に は E U 内の 7 人 の 司法官が

『ジ ュ ネ -

ヴ
･

ア ピ
ー

ル』 に署名 ｡ 国境を越えた犯罪情報の積極的な提

供を呼びかけた占 しか しながら ､ 状況はその 後もほとん ど改善され て い

な い ｡ 組織犯罪や汚職を摘発しようと しても ､ そ の た め の 具体的な手立

て が存在しな い た め である ｡
一

国の刑法の ごく
一

部が適用できる程度で

は ､ 国際的な犯罪 の摘発 と処罰に は対処 できな い で い る の が現状 で あ

る ｡ 番組 の 中で ､ フ ラ ン ス の 検事 エ リ ッ ク ･ ドゥ ･ モ ン ゴル フ ィ エ は次

の よう に述 べ て い る ｡ ｢ メ デ ィ ア を通 じて 人々 に訴えかける こ と は有効

であ る と考え る ｡ メ デ ィ ア は大衆側 の 証人となり ､ 正義を行使するため

の有力な手段になりうる｣ ｡ 1 99 0 年に調印された宣言協定に よ っ て ､ E U

域内 に おける人間 の移動は大幅に自由になり ､ それ が犯罪組織の 動きを

活発にさせ て い る ｡ 彼ら は い まや国境を越えて ヨ
ー

ロ ッ パ の 中 で非合法

活動を行 っ て い る ｡ 共産主義のイ デオ ロ ギ ー の 崩壊した旧社会主義国に

お い て さえ､ 裏の 世界で は闇組織< マ フ ィ ア > によ っ て い ち早く市場の

奪 い 合 い が起き て い た ｡ 人 間の自由な経済活動が国境を越えて い る現実

の 中で ､ 司法に関して は依然として
一

国の枠組みを超えて いな い と い う

ギ ャ ッ プが ､ 今日 の 危機的状況 の原因とな っ て い る こ とだけは確か であ

る ｡

4 5 1 . ｢ シ リ ー ズ ･ 2 1 世紀の世界像(1) ヨ ー

ロ ッ パ 統合の意味するもの｣〔20 0 1

年 2 月12 日 ･ 『E T V 2 0 0 1』 ･ 4 5 分〕

19 99 年､ 欧州共通通貨 ユ
ー ロ が誕生 ｡ ヨ ー ロ ッ パ は統合 に向けて着々

と歩みを進め て い る ｡ 他方､ 戦争の 世紀と い わ れ た2 0 世紀が終わ っ て も ､

世界 の各地で 内戦や紛争が続 い て い る ｡ そう■し た中で ヨ ー ロ ッ パ は 国家



5 4 ドイ ツ社会文化論として の映像メ デ ィ ア ･ ア ー カ イ ブ ス ( 吉田)

と い う枠組みを越え て連携し合 い 新たな世紀 へ と乗り出した ｡ 歴史学者

一 木村庄三郎は ､ ヨ ー ロ ッ パ 中世史を長年にわたり研究してきた ｡ 木村

氏は歴史と の対話を繰り返しながら ､ 過去に生きた人 々 の 知恵を汲み取

り ､ 現在と未来を見 つ め る独自の文明論を提唱してきた ｡ 木村氏は現在

ヨ
ー ロ ッ パ 統合の動きに注目して い る ｡ 木村氏は ､ 2 1 世紀の 世界は どう

な っ て い く の か の みならず､ 日本人 の こ れ か ら の 生き方にま で射程を広

げ､ 番組 の 中で 二回 に わ たり独自 の文明論を展開する ｡

現在 E U には15 カ 国が参加して い る ｡ こ れ らの 国々 をあわせ る と ､ 人

口 は 3 億 7 千万人 ､ 面積は日本の10 倍以上になる ｡ こう した広 い地域の

連携がなぜ可能な の か ､ 木村氏はそ の背景を古代の 歴史の 中に求め て い

る ｡ 現在の ヨ
ー ロ ッ パ が生まれるき っ か け とな っ た の は 4 世紀に始まる

ゲ ル マ ン早族の大移動で あ っ た ｡ そ の結果 ､ そ れま で こ の 地域 の大半を

支配して い た ｢ 西 口 - マ 帝国｣ が滅亡 (4 76 年) し ､ そ の 後に は小国が

乱立する ｡ 8 世紀にそう した小国 の
一 つ フ ラ ン ク 王国 に カ

ー

ル 大帝(7 4 2

- 8 1 4) が現 れ る こと により､ 情勢は
一

変す る ｡ カ ー

ル 大帝は強力な軍

事力によ っ て周辺 の小国を次々 に併合し､ 西 ヨ ー ロ ッ パ の大半を支配下

に収める こ と に成功する ｡ カ
ー ル 大帝の 下で

一

つ の 王国を形成した こ と

の経験が ､ E U 成立と深く関わ っ て い る と木村氏は考えて い る ｡ もち ろ

ん当時イギリ ス は ､ 王国の 一

部で はなく ､ イ ベ リ ア半島はイス ラ ム の支

配下にあり ､ ま た カ トリ ッ ク と いう宗教権力の存在や
一

部の 知識階級 の

共通言語と して の ラ テ ン語の価値 の重さなど､ 歴史的 に見て必ずしも相

似形と いうわけで はな い が ｡ さ ら に木村氏は ヨ ー ロ ッ パ で は成熟した地

方が存在し､ それぞれが密接に結び つ くネ ッ トワ
ー

ク を形成して い た と

いう伝統と歴史が E U の 統合を可能 に した と考え て い る ｡

⇒ 関連映像資料 : 46 0 . ｢ ドイ ツ夢街道 - 王 と皇帝の道 - ｣ < 本稿6 1 ペ
ー

ジ参照 >

45 2 . ｢ シリ
ー

ズ21 世紀の世界像(2)地産地消 ･ 日本人 の 生きか た｣ 〔20 0 1 年

2 月13 日 ･ 『E T V 2 0 0 1』 ･ E T V ･ 4 5 分〕
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欧州 ､ とりわけ フ ラ ン ス の 思想 ･ 文化に造詣の 深 い 木村氏は ､ 自ら の

欧州体験を基にして ､ こ れ からの 日本は地方文化再発見 の 時代であ る こ

とを番組を通して示唆して い る ｡ 地方を見直すと言う発想 は ､ その まま

国際化と い わ れ る時代 の潮流 の 中で ､ 実はも っ と も必要な発想 に つ なが

っ て い る と氏は指摘する ｡ どこ で も同じ商品を同じ値段で売 っ て い る技

術文明の成熟期にあ っ て ､ 真に個性的な商品は ､ それぞれ の土地の自然

･ 歴史 ･ 文化 と関わ るも の で なければならな い ｡ か つ て 日本は ､ 国 の 中

に ｢ 中央｣ と いう中心軸を設定して ､ そ の 中央を通して諸外国と の交流

を進め てきた ｡ 日本にと っ て の 国際化は ､ つ ねに 『東京』 と い う
一 つ の

窓口をとお して考えられ てきた ｡ つ まり ､ こ れま で国際化と言えば ､ 地

方 に はま っ たく無縁なもの と考えられ てきた ｡ しか し ､ 現在は日本 の中

に たくさんある地方が ､ それぞれ 日本 の名 の下 に自分たち の 世界を広げ

て い く べ き時であ る ｡ どん な土地 にも ､ その 土地なり の自然があり ､ 歴

史があり ､ 伝統文化があ る ｡ そう した土地 ご と の 文化 の特性に自信を持

っ て ､ よ り積極的に売り出して い く べ きであ る ｡ 番組 の ナ レ
ー シ ョ ン で

は ､ 木村氏の 著書 の
一

説が引用され て い る が ､ こ れ が こ の番組の コ ン セ

プトを的確に表現 して い る ｡ 以下引用 : ｢ 現在は未来の見えな い 時代で

あ る ｡ 明日 は見えな い か ら19 60 年代の ように明日 の た め に今日を犠牲に

する こ とが できな い ｡ だから今日
一

日
一

日 を し っ か り生き てしi こうとす

る ｡ 壮大な思想体系を構築する こ と よりも ､ 自分 の 生活の細かな こ と に

大きな関心を払うよう になる ｡ 明治維新以来 ､ 生活と いうも の が今ほ ど

大きな関心事にな っ た時代はなか っ た の で はな い だ ろうか｣ ｡

4 5 3 . ｢ ス コ ー ピオ ン ズ/ ベ ル リ ン ･ フ ィ ル - モ ー メ ン ト ･ グ ロ -

リ
ー

- ｣

〔2 0 0 1 年 2 月 14 日 ･ W O W O W ･ 9 0 分〕〔
"

S c o r pi o n s L i v e w ith t h e

B e rli n P hilh a r m o ni c O r c h e st r a
,
M o m e n t of G l o r y

=

〕2 0 0 0 年 6 月22 日 ,

P r e u s s a g A r e n a Ⅲa n n o v e r E X P O ( ハ ノ
ー バ ー 万博会場 プロ イサ ク ･

ア リ
ー

ナ) で 収録｡ ハ ノ
ー バ ー 出身の ドイ ツ の 人気ロ ッ ク ･ グ ル

ー プ｢ ス

コ ー ピオ ン ズ｣ が ベ ル リ ン ･ フ ィ ル ハ
ー

モ ニ
ー

の フ ル ･ オ
ー

ケ ス トラ と
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競演する ､ ク ラ シ ッ ク と ロ ッ ク と い う異なる ジ ャ ン ル の音楽の コ ラ ボ レ

ー シ ョ ン ｡ ｢ モ ー メ ン ト ･ オ ブ ･ グ ロ
ー

リ
ー

｣ は今回 の万博の テ
ー

マ 曲

の タイ トル である ｡ その ほか の主な出演者: ｢ ジ ュ ネ シ ス｣ の ボ ー カリ

ス ト : レイ ･ ウ イ ル ソ ン ｡

4 5 4 . ｢ 美 しき音色を求めて - ウ ィ ー ン フ ィ ル
･ 楽器職人 - ｣ 〔200 1 年 2 月

14 日 ･ 『ヨ ー ロ ピ ア ン ライ フ』 . B S l ･ 2 0 分〕

世界を代表する オ ー

ケ ス ト ラ ､ ウ ィ
ー ン ･ フ ィ ル ハ

ー

モ ニ
ー 管弦莱

団｡ 弦楽器 の厚み の ある豊かな音色は ､ 独特の ふくよかな響きを醸し出

して い る ｡ こ の美し い 音色を陰で支えて い る の が ､ 楽器職人オトマ
ー ル

･ ラ ン グさ ん である ｡ バ イ オリ ン をは じめ とする ウ ィ
ー

ン ･

フ ィ ル の 弦

楽器は ､ す べ て ラ ン グさ ん が管理し､ 手入れをして い る ｡ ウ ィ
ー

ン ･ フ

ィ ル の 本拠地とな っ て い る の が ､ ウ ィ
ー ン の 中心部にある18 70 年創設 の

｢ ウ ィ ー

ン楽友協会｣ で ある ｡ 定期演奏会は楽友協会大ホ
ー ル で開催さ

れる ｡ 19 世紀から今日まで ､ こ こ で幾多のすばらし い 演奏が繰り広げら

れ てきた ｡ オ ト マ ー ル さ ん は毎日楽友協会に出勤する ｡ オ トマ
ー

ル さ ん

の弦楽器を扱う店が こ の建物の 一

角 にあるため である ｡ 店は ､ 楽友協会

創設の とき開かれ ､ 初代店長 は ､ ガ ブリ エ ル ･ レ ン ペ ッ ク ｡ 店と ウ ィ
ー

ン ･

フ ィ ル の 歴史は表裏
一

体であると い っ て も よ い ｡ ラ ン グ さん は27 年

前先代から店を引き継 い だ五代目の店主で もあ る ｡ それ以来店 の屋号も

伝統に従 っ て ｢ O t m a r L a n g｣ と改名された ｡ 店で は楽器の
一

般販売も

して い る が ､ ラ ン グさ ん の仕事の大半はウ ィ ー ン ･

フ ィ ル の 弦楽器の修

理 である ｡ ラ ン グ さ ん は ､ 団員 にも全幅の信頼を置かれ て い る ｡ ｢ 私た

ち の仕事に ､ 弾き手が満足 してくれたときが最もうれ しい で す｡ 音楽家

に と っ て は自分 の楽器が世界
一

大切 だ が ､ バ イ オリ ン 職人 に と っ て も自

分が手がける楽器は大切である ｡ 必ずベ ス トを尽くさねばならな い ､ こ

れ が私の 人生哲学で す｣ ｡ ラ ン グさ ん が手入れ した弦楽器もまた美しい

音色を奏で て い る ｡ 音楽芸術と い うと ､ 演奏者と聴衆の 関係性が表面に

で てくる の である が ､ ラ ン グさ ん たちの ような ､
い わば芸術活動を支え
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る裏方の存在に気づかせ てくれると い う意味で は ､ ユ ニ
ー

クな切り 口 の

番組で あ る ｡

45 5 . ｢ ブル ナ ー ･ 最後の ナ チ ス｣ 〔20 0 1 年 2 月16 日 ･ 『ドキ ュ メ ン ト地球

時間』 ･ E T V ･ 4 5 分 ･ 制作 : M & L バ ン ク ス ･ ア メ リ カ ､ 2 0 0 0 年〕

19 40 年6 月 ､ パ リ は ナチ ス ドイ ツ に占領された ｡ パ リ郊外ドラ ン シ
ー

( D r a n c y) に ある公営住宅は ､ か つ て ユ ダヤ人の 強制収容所であ っ た ｡

こ の 住宅 の広場に は ､ 今もなお ､ 当時移送 に用 い られ た貨車が置かれ て

い る ｡ こ の貨車は ､ 第二次世界大戦中 ､ こ こ が ユ ダヤ人の強制収容所で

あ っ た こ とを現代に伝える モ ニ ュ メ ン トに も な っ て い る ｡ 1 9 43 年か ら翌

年まで ､ こ の ドラ ン シ ー の 強制収容所を統括し て い た の は ､ 今なお行方

を追われ て い るナチ ス 戦犯 の生き残りア ロ イス
･ ブ ル ナ

- で あ っ た ｡ ブ

ル ナ
- は ドラ ン シ ー

の 司令官時代に ､ 2 万 3 千 5 百人も の フ ラ ン ス 系 ユ

ダヤ人を ア ウ シ ュ ビ ッ ツ の絶滅収容所に送り込 んだ ｡ さら に彼は 1 万 1

千人に及ぶ子供たちも ア ウ シ ュ ビ ッ ツ に 送り込 ん だ ｡ ア ロ イス
･ ブ ル ナ

-

は現在も行方を追われ て い る ナ チ ス 戦犯の 中で最も重要な人物で ある

とされ ､ 指名手配 の ナ ン バ ー ワ ン で あ る ｡ ｢ ブ ル ナ - は ヒ ト ラ
ー

の 右腕

とも言われ て い た恐 ろ しくまた残忍な男である｣ ｡ ナチ ス 戦犯追跡者( い

わ ゆる ナ チ ･ ハ ン タ ー

) と して有名なシ モ ン
･ ウ イ - ゼ ン タ ー ル 氏 は番

組の 中で こう述 べ て い る ｡ ブ ル ナ
-

は1938 年11 月 に ウ ィ
ー

ン で 起きた ユ

ダヤ人 の暴動を機に大量虐殺 へ の道を歩み始め る ｡ そ の後 ベ ル リ ン へ 向

か い ､ や が て パ リ へ 渡る ｡ 1 9 4 5 年ナチ ス ･ ドイ ツ の崩壊後は多く の ナチ

ス 幹部が逃亡 した ｡ そ の 中の
一

人 が ブ ルナ - で ある ｡ ア ロ イ ス ･ ブ ル ナ

- Eよ19 1 2 年 4 月 8 日 オ ー ス トリ ア の ロ
ー ル ブル ン で 誕生 ｡ 19 3 1 年､ 1 9 歳

の とき にナチ ス に入党し ､ 以後積極的な活動をする ｡ 1 9 3 8 年､ ヒ トラ
ー

はオ ー ス トリ アを併合し ､ 反 ユ ダヤ活動も激しくな っ て い く ｡ 1 1 月 9 日

は ､ ベ ル リ ン を中心 に ｢ 水晶の夜｣ と呼ばれ る ユ ダヤ人迫害の大事件が

おきた ｡ 多くの ユ ダヤ人商店が略奪や破壊の対象とな っ た ｡ ナ チ ･ス 親衛

隊に入隊 した ブ ル ナ - は ､ ア ドル フ ･ ア イ ヒ マ ン の指揮下 で ユ ダヤ人移
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送 の任務に つ く ｡ その 際 ､ ブル ナ - は ユ ダヤ人の知識人や有力者を巧妙

に利用し ､ よ り･ 効率的な ユ ダヤ人移送に成功 し ､ しだ い に頭角を表して

い く ｡ ブル ナ - は戦後 マ ル セ イ ユ と パ リ で 開か れた軍事裁判で ､ 二 度死

刑宣告をされた ｡ 現在 ､ フ ラ ン ス
･ ドイ ツ ･ オ ー

ス トリ ア ･ ギリ シ ア の

四 カ 国が身柄の引渡しを要求し ､ ア メ リ カ議会が各国との折衝にあた っ

て い る ｡ しか し､ ブル ナ - は半世紀以上も裁き の手を逃れたまま である ｡

現在シ リ ア で暮らして い る と い わ れ る ブ ル ナ - は ､ 1 9 6 0 年代初頭からダ

マ ス カ ス で シ リ ア政府の顧問として諜報活動に ア ドバ イ ス を与えて い た

とされ る ｡ しか し ､ シ リ ア は ブル ナ - が国内 に潜伏して い る こ とを否定

して い る ｡ フ ラ ン ス 政府は被告不在のまま で裁判 にかける決定をした ｡

ナ チ ス 戦犯最後 の大物と い わ れ る ブ ル ナ - は ､ なぜ逮捕を逃れた の か ､

そ して誰が彼をかくま っ た の か ｡ 番組後半で は ､ 第二次世界大戦彼の栄

ソ冷戦 の 中で ､ 諜報活動 の
一

翼に な っ た ナチ ス ･ ドイ ツ の ゲ - レ ン 機関

とア メ リ カ と の 興味深 い か か わりが取上 げられ て い る ｡ 番組 の 中 の証言

で は ､ それを ｢ ブ ル ナ - を含めたナチ ス 戦犯容疑者と ア メ リ カ の諜報機

関と の閣の 同盟関係｣ と指摘して い る ｡ 戦後偽名をつ か っ て炭鉱夫とし

て働い て い た ブ ル ナ - は ､ や が て ヨ
ー ロ ッ パ を離れるため に カ トリ ッ ク

の総本山 バ チ カ ン の神父 のもとに身を寄せた ｡ バ チ カ ン は ､ ナ チ ス ･ ド

イ ツ の幹部の脱出 の手助けをして い た と いう こ と は ､ ヨ ー ロ ッ パ 社会に

お ける ｢ ア ン テ イ ･ セ ミ テ ィ ズ ム ( 反 ユ ダヤ主義)｣ の 根深さを暗に ほ

の め か して い る とも い える ｡

= 〉関連映像資料 :

4 56 . ｢ さ よな ら子供たち｣ (
=

A u r e v oi r l e 島 e n f a n t s
=

,
1 98 7 年 フ ラ ン

ス - 西 ドイ ツ 合作)

19 7 7 年以来 ､ 創作活動 の拠点をア メ リ カ に移して い た フ ラ ン ス ･ ヌ ー

ヴ ュ ル バ ー グ の 映画監督 ルイ ･ マ ル が10 年ぶ り に フ ラ ン ス に帰 っ て撮 っ

た彼の自伝色の濃い 作品｡ 194 4 年､ 映画 の舞台はナチ ス 占領下 の フ ラ ン

ス ｡ パ リ から地方の カ トリ ッ ク の寄宿学校に疎開して い る12 歳の少年ジ
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ユ リ ア ン は ､ 転校生 の ジ ャ ン ･ ボネ と親しくな る が ､ あ る とき実はボネ

が ユ ダヤ人 であり ､ 学校で かくまわれ て い る こ とを知る ｡ 学校 の料理番

をして い る
一

人 の若者の 密告でゲ シ ュ タ ポ< ナ チ ス の 秘密警察> が学校

に踏み込 ん できたとき に ジ ュ リ ア ン と ボネ の 友情 は終わりを告げる ｡ ボ

ネ はゲ シ ュ タ ポ に連行され ､ そ して 二度と帰 っ て こ なか っ た ｡ (106 分)

45 7 . ｢ 魔女の 森 の 夜祭り - ドイ ツ ･ シ ー

ル ケ - ｣ 〔20 0 1 年 2 月16 日 ･ 『地

球の街角』 ･ N H K
.
t 3 0 分〕 ナ レ

ー シ ョ ン : 弥永和子 ｡

ドイ ツ の首都 ベ ル リ ン か ら南西 へ 約20 0 キ ロ メ
ー

トル ､ か つ て の東西

ドイ ツ の 国境地帯に位置して い る の が ハ ル ツ 山地 ｡ こ の 地域 で は中世以

来 ｢魔女伝説｣ が語り継がれ て い る ｡ 伝説 によ ると 4 月3 0 日 の 夜､ 魔女

たちは こ の森で集会を開き ､ 魔王 の命令に従 っ て 悪ふ ざけをする の だと

いう ｡ 村人が ､ そ の夜自ら魔女の扮装をして その力を封じ込めようとし

た の が ｢ ワ ル プ ル ギス の夜｣ と呼ばれる祭りであ る ｡ ハ ル ツ地方の村々

に と っ て ｢ ワ ル プル ギ ス の 夜｣ は
一

年で最も重要な行事で ある ｡ 祭り に

は森や大地を恐れる気持ちとともに ､ 芽吹きの春を迎える喜びも こ め ら

れ て い る ｡ 人々 は こ の祭りを通じて厳し い 自然の中を生き抜 い てきた先

祖たち の 思 い を今もなお受け継い で い る ｡ ハ ル ツ地方に は19 世紀末に観

光目的に敷設された山岳鉄道が走 っ て い る ｡ 山地 に は花尚岩がむき出し

た山肌と ､ う っ そうと生 い 茂るトウ ヒ の森が広がり ､ こ の 地方独特の 自

然景観を形成して い る ｡ 山岳鉄道は ､ ハ ル ツ 山地 の最高峰､ 標高114 2 メ

ー ト ル の ブ ロ ッ ケ ン 山を目指して ゆ っ くりと登り ､ ふ も とか らお よそ 1

時間で 山頂駅に到着する ｡ ドイ ツ が東西 に分断され て い た時代には ､ 国

境に近 い ブ ロ ッ ケ ン 山 は軍事上 の理由から
一

般の 立ち入り は禁じられ て

い た ｡ 統
一

後､ 再 び登山客や観光客に開放された ｡ 山頂からは素晴ら し

い 眺望が開ける ｡ ブ ロ ッ ケ ン 山 は古くか ら神秘的な魔 の 山と して 知ら

れ ､ ゲ
ー

テ の代表作｢ フ ァ ウ ス ト｣ で も ､ 魔女と悪魔が集会を持 っ た｢ ワ

ル プル ギス の夜｣ の舞台として措かれ て い る ｡ シ
ー ル ケ村は ､ 山頂か ら

少し下 っ た と こ ろ に位置し､ か つ て村人たちは炭焼きで 生計を立て て
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細々 と暮ら して い た が ､ 近年､ 神秘 の 山 の村と い うイ メ ー ジ が人気を呼

び ､ 多く の観光客を集めるようにな っ た ｡ シ
ー

ル ケ村に住むイ ン グリ ッ

ド ･ ヒ ン ツ ェ さ んは ､ . 郷土 の文化や民芸の研究家で あるが ､ 魔女に つ い

て も詳しく ､ こ れま で論文や本を数多く発表してきた ｡ か つ て 中世 の 人々

は古くから の信仰を捨て て キリ ス ト教 に改宗する こ とを迫られ ､ それ に

抵抗した人々 は ､ 男女を問わず魔女と呼ばれ て厳し い 迫害を受けた ｡ し

か し迫害にもめげずに自分たち の信仰を守る ため に ､ 森の奥深くにあ る

洞窟や ､ 人里 は なれ た墓地 ､ 荒地な どで ひそか に集会を持つ よう にな っ

た ｡ こう して社会的異端者として の魔女 の イメ
ー

ジが形成され て い く ｡

最近 ドイ ツ で は ､ 神秘主義や 中世 の古 い 信仰 - の 関心が高ま っ て い る

が ､ こ れ は デ ジ タル社会における ､ ア ナ ロ グ的なもの へ 癒 しを求める傾

向と い っ て も良 い かも しれな い ｡ 番組 で は ､ 4 月3 0 日 に迫 っ た祭りの準

備に多忙な村の人々 の様子を伝える ｡ 祭りの 日 ､ 村は 2 万人 の観光客を

迎え大に ぎわ い と なり ､ 経済効果も大き い ドイ ツ版 ｢ 村お こ し｣ の 成功

例とも言えよう ｡ そ して にぎやかな祭りが終わる頃 ､ シ ー ル ケ村に は北

国の 遅 い 春が訪れ る ｡

= 〉関連映像資料 : 20 0 . ｢ ヨ
ー

ロ ッ パ 冬物語 ･ 舌を出せ 愚者たちの祭典

- ドイ ツ ･ ウ ル ム 市 - ｣ 〔19 9 7 年 2 月2 7 日 ･ B S 2 ･ 5 0 分〕 < 『法政理

論』 第35 巻第4 号 (20 03) p . 1 7 0 - 1 7 1 . 参照 >

⇒ 関連映像資料 : 18 0 . ｢ ドイ ツ ･ 笛 吹き男と の 出会 い｣ 〔1997 年10 月 5

日 ･ B S 2 ･ 4 5 分〕 < 内容 ･ 解説は 『法政理論』 第3 5 巻第4 号 (2 003)

p . 1 5 4
- 1 5 5 . 参照 >

4 58 .
.
｢ カポ - ナ チ ス に協力 した ユ ダヤ人 - ｣ 〔2 00 1 年 3 月 3 日 ･ 『ワ.

-

ル

ド ･ ドキ ュ メ ン タ リ
ー

･ ス ペ シ ャ ル シ リ
ー ズ : 戦争 の中 の 人間』 ･ 第

5 回 ･ B S l ･ 5 0 分〕

番組は ､ 1 9 6 1 年に行われた｢ ア イ ヒ マ ン 裁判｣ の 記録映像から始まる ｡

こ の 裁判が国際的な関心を集め て い た こ ろ ､ 同 じイ ス ラ エ ル 国内で は別

の裁判が進行して い た ｡ 裁 か れる の は ､ ナ チス の強制収容所で ナチ ス 親
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衛隊 の 手下 となり ､ 囚人 を監視する 仕事を した ユ ダ ヤ 人 ( い わ ゆ る

K A P O) た ち で ある ｡ 同 じ ユ ダヤ人 で ありなが ら ､ K A P O は大量虐殺

に手を貸すこと に より ､ そ の代償として生き延びた人々 であ っ た ｡ 彼等

は ､ ナチ ス に命じられ て ､ ある い は自発的に ユ ダヤ人収容者の弾圧 に加

わ っ た ｡ 番組 の 中で ､ 人間性の 本質をえぐるような ､ 深い た め息と共 に

想起される言葉がある ｡ 『腹を空かせ た人間は正気を失う｡ それ がす べ

て で ある』｡ < 製作 : S E T プロ ダク シ ョ ン ズ ､ 製作年: 2 0 0 年､ 製作国 :

イ ス ラ エ ル ｡ なお ､
こ の 番組は毎年すぐれた テ レ ビ番組に対して与えら

れ る 『国際 エ ミ ー

賞』 にお い て ､ 2 0 0 0 年度の ドキ ュ メ ン タリ
ー 部門 で受

賞した >

4 59 . ｢ ビザと美徳｣ 〔200 1 年3 月 4 日 ･ 『衛星映画劇場』 ･ B S 2 ･ 3 0 分〕

第二次世界大戦中に1 00 0 人以上も の ユ ダヤ人を救 っ た オ ス カ
ー

･ シ ン

ドラ
ー

の 名は ､ ア メ リ カ の映画監督 S ･ ス ピル バ ー

グ の 映画な どを通 じ

て良く知られ る よう にな っ たが ､ 同じ時期 ､ ま っ たく の無償 の行為とし

て 6 千人も の ユ ダヤ人の命を救 っ た 日本人が い た ｡ リ トア ニ ア領事代理

とし て赴任して い た杉原千畝 ( ちうね) は ､ ナ チス の 迫害を逃れ る た め

に出国を求め る ユ ダヤ人難民 の た め に ､ 日本政府の 中止命令を無視して

ビザ の発行を続けた ｡ こ の 映画は ､ 日系3 世 の ク リ ス ･ タ シ マ 監督が ､

外交官生命を犠牲にしてま で自ら の信念に従 っ た杉原を ､ そ の 妻 の視点

に立 っ て描 い た26 分 の短編映画 ｡ タ シ マ 監督自身が杉原を演 じ ､ 脚本も

書 いキこ の意欲作は ､ ア カ デ ミ
ー

短編映画貴を受賞し､ 世界中で絶賛さ

れた ｡ 悲 し い 題材を扱 い ながら ､ 夫妻 と難民たち の交流が時に ユ ー モ ア

を交え て ほ ほえましく措かれ ､ 深刻ぶ っ た堅苦し い だけの 映画 に して い

な い ｡ < 原題 は ､

"

V i s a s a n d V i rt u e
=

>

⇒ 関連映像資料 : 44 5 . ｢6 000 人 の命を救 っ た外交官 - 杉原千畝 ･ ビザ大

量発給決断の時 - ｣ 〔2 00 1 年2 月 7 日 『その 時歴史が動 い た』 ･ N H K

･ 4 5 分〕 < 本稿4 8 ペ
ー

ジ参照 >

46 0 . ｢ ドイ ツ 夢街 道 - 王 と皇帝の 道 - ｣ 〔2 00 1 年 3 月 4 日
･ N T 2 1 < テ レ
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ビ朝日系列 > ･ 9 0 分〕

か つ て ロ
ー

マ 帝国が繁栄を誇 っ て い た頃 ､ 現在の ドイ ツ はほ ぼ全土的

に深 い 森に覆われて い た ｡ ドイ ツ 人 の 先祖とも い える ゲ ル マ ン 民族は ロ

ー マ 人からは野蛮な人間とみ なされ て い た ｡ ライ ン 川と ドナウ川は ロ ー

マ 帝国の辺境 の 防衛線であり ､ さ らに ロ ー マ 人たちは ､ 陸地 の 上 に土塁

と堀をうが っ た防衛線を築 い た ｡ こ れ は ､ リ ー メ ス ( Ri e m e s) と呼ば

れ ､ 全長700 k m に 及び ､ 要所要所 には ロ
ー マ 軍 団 の 堅固な砦が築かれ

た ｡ 女優の 星野知子は ､
こ の リ ー メ ス に ほぼ沿う形で ､

ロ ー マ 皇帝とそ

の後継者とも言える フ ラ ン ク 王国の カ
ー

ル 大帝 ( シ ャ ル ル マ - ニ ュ) の

歴史 の足跡を訪ねる旅に出 る ｡ 星野 が た どる主要都市は以下 の と おり で

ある ｡ (1) マ イ ン ツ : マ イ ン ツ は ライ ン川に面した町で ､ 古くか ら ライ ン

川 は ヨ ー ロ ッ パ の 重要な運搬路で あ っ た ｡ 中世 に は司教座が置かれ マ イ

ン ツ大司教 は絶大な権力を振る っ た ｡ こ こ に は現在 ｢古代船博物館｣ が

あり ､ 出土 した ロ ー マ の 軍船が展示され て い る ｡ (2) フ ラ ン ク フ ル ト : 町

の名前 の 由来は ､ カ
ー ル 大帝が命名 したも の ｡ フ ル ト ( F u rt) は ｢ 渡

し場｣ の 意味で ､ フ ラ ン ク フ ル トは ｢ フ ラ ン ク人の渡し場｣ と いう意味

になる ｡ こ こ か ら北 へ 20 k m の 町ザ ー

ル ブ ル ク に は ､ リ
ー メ ス 線上 に ロ

ー マ 軍 の砦が復元された ｡ (3) ア シ ヤ ツ フ ェ ン ブ ル ク(4) ミ ル テ ン プ ル ク :

木組み家屋が良く保存され て い る ｡ (5) ヴ ュ ル ト ハ イ ム : ドイ ツ 3 大名勝

地 の 一 つ
｡ (6) ヴ ュ ル ツ ブ ル ク : 74 1 年マ イ ン ツ の ボ ニ フ ァ チ ウス 大司教

が開 い た町｡ (7) バ ン ベ ル ク : こ こ は町全体が ユ ネス コ の 世界遺産に登録

され て い る ｡ (8) ニ ュ ル ン ベ ル ク(9) ヴ ァ イ セ ン ブ ル ク : こ こ で は19 7 7 年 に

ロ ー マ の 大浴場 の遺構が発掘され て い る ｡ (10) レ
-

ゲ ン ス ブ ル ク : 中世に

カ
ー

ル 大帝 の王宮が置かれた こ の 町が ､ 王 と皇帝 の道の終着点となる ｡

= 〉関連映像資料 : 45 1 . ｢ シリ ー ズ ･ 2 1 世紀の世界像(1) ヨ
ー

ロ ッ パ 統合の

意味するもの｣ < 本稿53 ペ ー ジ参照 >

4 61 . ｢ 日本に や っ て きた Z I V I S ･ ニ 人の ドイ ツ青年｣ 〔200 1 年 3 月 9

日 ･ B S ニ ュ ー ス ･ B S l ･ 1 0 分〕
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｢ 良心的兵役拒否制度｣ が法制化され て い る ドイ ツ出身の青年3 人 が

3 月 か ら約1 年間 ､ 兵役代替勤務として東京都町田市の 障害者授産施設

で ､ 古紙回収や障害者の仕事の 手助け ･ 介護な どを行う予定にな っ て い

る ｡ 来 日する の は ､ ベ ル リ ン出身 の ダ ニ エ ･ ザイ デ (19) ､ ロ
ー ベ ル ト

･ ク レ ッ パ
ー

(2 0) ､ 旧東 ドイ ツ ･ マ イ セ ン 出身の ゲ ラ ル ド ･ マ テ - (1 9) ｡

ク レ ッ パ ー は ､ 兵役を拒否した理由に つ い て ｢ 殺人 の た め の 訓練は受け

たくな い｣ と話 し ､ ザイ デ は 日本を選んだ理由 に つ い て ｢ 日本で なら こ

れま で にな い 違 っ た経験 が できる の で は な い かと思 っ た｣ と語 っ て い

る ｡ 期間中は原則として無給で ､ 滞在費は施設側が負担する こ と になる ｡

徴兵制度の あ る ドイ ツ で は ､ 18 歳に達 した男子には1 0 ケ月 の兵役が課せ

られる が ､ 基本法で ｢ 良心上 の理由に基 づ い て｣ 兵役を拒否する権利も

認められ て い る ｡ こ の 場合､ 代替となる無償労働が ドイ ツ 国内で は1 1 ケ

月 ､ 国外 で は13 ケ月課せられる ｡ 米 ソ の対立す る冷戦が終結し､ ドイ ツ

連邦軍 の役割に対する考え方も変化した こ と に より ､ 良心的兵役拒否者

数は年を追う ごと に増加して い る ｡ 現在 ､ 兵役義務者の 4 割近くは良心

的兵役拒否をし､ 2000 年 6 月現在 ､ お よそ10 万人 の 著者が代替役務 に つ

い て い る と言う ｡ な お ､ Z I V I ( S : 複数語尾) は< Zi vildi e n st : 市氏奉

仕な い しサ
ー ビス > か ら作られた新しい ドイ ツ語 である ｡

4 62 . ｢ ライ ン の さざな.み
- ヨ ー

ロ ッ パ
･ エ ネ ル ギ ー の 選択 - ｣ 〔2 00 1 年 3

月10 日 ･ 製作 ･ 著作 : T e N Y < 日本テ レ ビ系列 > ･ 5 5 分〕

人類が石油を燃や して エ ネ ル ギ ー を得る ようにな っ て か ら100 年が過

ぎた ｡ 化石燃料の使用は ､ 今､ 地球温暖化と いう新たな環境破壊問題を

作り上げて い る ｡ 番組制作ス タ ッ フ は冬 の ヨ
ー ロ ッ パ で ､ 新 し い エ ネル

ギ
ー を模索する人々 を訪ねて い く ｡･

.
デ ン マ ー ク : デ ン マ ー

ク は風力発電 の先進国 の
一

つ で ､ 原子力発電所は

持 っ て い な い ｡
一

人当たり の発電量は世界
一 を誇る ｡ 風力発電は ､ 二 酸

化炭素を出さな い ク リ
ー

ン な エ ネ ル ギ ー

と して ､ 今世界中が注目する自

然 エ ネル ギ
ー

の
一 つ で あ る ｡ 中心地域は ､ 北部 の ユ ト ラ ン ド半島

一

体 で



6 4 ドイ ツ社会文化論と して の 映像メ デ ィ ア ･ ア
ー カ イブ ス (吉田)

ある ｡ 日本の各地 で見られる風力発電装置でもよく知られた会社であ る

v e st a s 社 は ､ デ ン マ ー ク に本社を置 い て い る ｡ 新たな風力発電プラ ン

ト に関わる新たな問題も起きて い る ｡ 住民と の摩擦の原因は ､ 景観被壊､

騒音 ､ 地価 の低落な どで地域住民と経済的補償をめぐる摩擦も生 じて い

る ｡ そ こ で ､ 陸地で はかなり過密状態にな っ た デ ン マ ー ク で は ､ 海上 プ

ラ ン トの計画を進め て い る ｡ デ ン マ ー ク周辺 の 海は遠浅なため に建設 コ

ス トは ､ 陸地 の 2 倍に押さえる こ とが で きた ｡ 将来的に は ､ 海上風力発

電は ､ 最も安 い コ ス トの エ ネル ギ ー 獲得手段にな る と予測され て い る ｡

ドイ ツ : ドイ ツ で の旅は ､ ベ ル リ ン の ブ ラ ン デ ン ブル ク門の紹介か ら始

まり ､ 旧東 ドイ ツ地域 の ブ ラ ン デ ン ブ ル ク州 の 『褐炭 ( か っ た ん) の露

天掘り』 地域を取材する ｡ 褐炭は ､ 戟後ドイ ツ の復興を支えて きた エ ネ

ル ギ
ー 資源で ､ こ の まま掘り続けても ､ あ と5 00 年は大丈夫と い わ れ て

い る ｡ しか し ､ 褐炭は燃焼に より窒素酸化物や硫黄酸化物を大量 に排出

する ｡ 旧東ドイ ツ に深刻な環境破壊を引き起こ した の が こ の褐炭であ っ

た ｡ 旧東 ドイ ツ の ピ ッ タ ー

フ ェ ル ト ( Bitt e rf eld) は ､ か つ て 世界最悪

の環境破壊都市と呼ばれ て い たが ､ 東西 ドイ ツ統
一 後､ 政府は3 年かけ

て 旧式の 工場をス ク ラ ッ プに して ､ 最新鋭 の 工場や ､ 公害村策の整 っ た

発電所を建設 した ｡

グライ フ ス ヴア ル ト ( G r eif s w ald) : バ ル ト海 に面 した美しい 町｡ こ こ

は旧東ドイ ツ 時代､ 原子力発電所 の基地 であ っ た ｡ 原子炉は旧 ソ連製 の

加圧水型 ､ 褐炭火力発電所ととも に旧東 ドイ ツ の 電力をまかな っ て い

た ｡ 統
一

後は ､ 安全性 に問題があ る と して封鎖､ ドイ ツ の 電力事情は再

編成される こ と になる ｡ 現在の ドイ ツ の 発電電力q) シ ェ ア は ､ 原子力 :

3 0 . 2 % ､ 褐炭: 2 6 % ､ 石炭: 2 7 . 5 % と ､ 合 わ せ て ほ ぼ90 % の 燃料資源が

自前で確保され て い る ｡ そ の 意味で は ドイ ツ は エ ネル ギ
ー の 安全保障ち

手に して い る と い える ｡ 20 0 0 年6 月1 5 日 ､ ドイ ツ 政府と電力業界は原発

の段階的廃止で合意に達する と いう画期的な出来事があ っ た こ と はまだ

記憶に新し い ｡ ドイ ツ は世界第3 位の 経済大国｡ 経済大国と呼ばれ る国
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で の 脱原子力はまだ例がな い と い う こ と で世界中に衝撃を与えた ｡

シ ュ タ
ー デ (S t a°e) : ベ ル リ ン か ら北西 へ 30 0 キ ロ の エ ル ベ 川 の河畔に

立 つ シ ュ タ - デ原子力発電所｡ こ こ は脱原子力の政策決定に より最初 に

廃止され る と い わ れて い る ｡ こ こ を所有する エ ー オ ン 電力は ､ 20 0 3 年ま

で に閉鎖する計画を明らかにした ｡ こ の 前倒しに つ い て ､ 電力側は 『電

力の自由化』によるも の と して い る ｡ さ ら に『脱原発』は
一

面 にお い て ､

企業の合理化やリ ス トラ の根拠に な っ て い る と い う ､ う が っ た見方も出

て い る ｡

463 . ｢ ブラ ッ ク ･ セ プテ ン バ ー
- 五 輪 テ ロ の 真実 - ｣ 〔20 0 1 年3 月20 日 ･

W O W O W 〕

19 7 2 年､ パ レ ス チ ナ ･ ゲリ ラ の 過激派< 黒 い 九月 > がミ ュ ン ヘ ン ･ オ

リ ン ピ ッ ク開催中に起 こ した こ の事件は ､ 最終的に16 人が命を落とすと

いう五輪史上最悪 の事件とな っ た ｡ 本作は当時の 映像 ､ 遺族や事件の 関

係者 ( 現在唯
一 生きて い る テ ロ 団の

一

人を含む) の 証言 ､ さ ら に C G を

駆使した事件の 再現映像から構成される ｡ ヒ pトラ
- が率 い た第二次世界

大戦前の193 6 年の ベ ル リ ン 五輪以来､ 4 0 年近 い 時を経て 『平和 の祭典』

五輪がようやく ドイ ツ に戻 っ てきたにもかかわらず､ ま た新たな悪夢が

一

つ 生まれる こと にな る ｡ こ の 作品は ､ 第72 回 ア カ デ ミ
ー

賞で長編ドキ

ュ メ ン タリ
ー

賞に輝 い た ｡

< 事件 のあらすじ > 19 7 2 年 9 月 5 日の 早朝､ ミ ュ ン ヘ ン の オリ ン ピ ッ ク

村｡ 武装 した< 黒 い 九月 > の
一

団は ､ イ ス ラ エ ル 選手団宿舎を襲撃し､

9 人を人質に と っ て 立 て こも る ｡ 彼 らが ドイ ツ の 治安当局に要求した飛

行機が待 つ 空港に向かうと ､ そ こ で彼らと特殊部隊と の 間で凄まじ い銃

撃戦が展開され る ｡ こ の 結果 ､ 事件に よ っ て捉えられたイ ス ラ エ ル 人選

手の人質9 人全員を含む11 人と ､ < 黒 い 九月 > の 5 人が命を落とした ｡

< 原題 :
"

O n e D a y l n S e p t e m b e r
=

監督 : ケ ヴイ ン ･ マ ク ドナル ド､

ナ レ
ー

シ ョ ン は ア メ リ カ の俳優 マ イケ ル ･

ダグ ラ ス ｡ ジ ャ ン ル : ドキ

ュ メ ン タリ
ー 映画 ､ 製作国 : イギリ ス ､ 製作年 : 19 9 9 年 ･ 9 5 分 >
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4 6 4 . ｢ E U の 光と影(1)官僚主義との戦 い｣ 〔2 00 1 年 5 月13 日
･ 『B S ドキ ュ

メ ン タ リ
ー 』 ･ B S l ･ 5 0 分 ･ 製作: D R ･ デ ン マ

ー

ク ･ 2 0 0 0 年〕

1993 年11 月 ､ 政治 ･ 経済 ･ 外交の面 で ヨ
ー ロ ッ パ の 国々 が幅広く協力

して い く ため に E U ( ヨ
ー ロ ッ パ 連合) が発足 した ｡ そ こ で 運営の 予算

を承認したり ､ 運営を監督したりする機関が｢ ヨ
ー ロ ッ パ 議会｣ で あ る ｡

議会は毎週 の よう に開かれ ､ 加盟1 5 カ 国か ら6 26 人 の 議員が開催地 ス ト

ラ ス ブ
ー

ル に 集ま っ て く る ｡ 現在 ､ E U の 制度 ･ 予算の使 い 方 ･ 運営方

法に つ い て ､ さま ざまな批判が出され て い る ｡ E U で は ､ 毎年130 兆円

の 予算が動かされて い る が ､ その使われ方は想像以上 にずさ んをきわめ

て い るらし い ｡ 番組で は ､ 議員 に対する出張旅費の水増し支払い を皮切

りに ､ 官僚制度が本質的に抱える い く つ か の 問題を取り上 げて ､ 組織運

営のありかた に つ い て 鋭 い 疑問を提出 して い る ｡ E U の 予算は､ もとを

ただせ ば加盟各国の国民 の税金が使われ て い る の で ある から､ こ の シリ

ー ズ番組を制作した デ ン マ
ー

ク の テ レ ビ局 D R の 問題提起とその 切り口

は ､ 欧州 の視聴者 の関心を強く引 い た こ と が推測され る ｡ ひ る がえ っ て

わが国の 官僚制度にま つ わ る い く つ か の 弊害に つ い て 思 い をめ ぐらす

と ､ 番組で扱われる 内容ときわめ て平行性を持 つ こ とが分かり ､ 先進国

に内在する共通 した ｢ 病 ( や ま い)｣ と官僚制度の 因果関係が透け て見

え てく る ｡

46 5 . ｢ E U の 光 と影(2)消え た援助金｣ 〔20 0 1 年 5 月20 日 ･ 『B S ドキ ュ メ ン

タ リ
ー

』 ･ B S l ･ 5 0 分製作 : D R ･ デ ン マ ー ク ･ 2 0 0 0 年〕

1990 年代 の初め ､ ボス ニ ア 紛争が勃発 ､
ヨ ー ロ ッ パ 諸国は ユ

ー ゴス ラ

ビ ア に対 して人道援助を行 っ た ｡ そ の先頭に立 っ た の は ､ 1 9 92 年に設立

さ れた E U の 下部組織 ｢ 人道援助局 ( E C H O)｣ で あ る が ､ 援助金 の
一

部は ､ 紛争に苦しむ人々 に は行き届かず E U の 官僚 の ふ と こ ろ に 流 れ ､

こ の ときお よそ3 億円 の金が行方不明とな っ た と い われ る ｡ こ のうち 2

億円は今も行方不明で あ る ｡ E C H O は当初 ､ ア フ リ カ の 地域紛争に苦

しむ人々 の 支援な どの活動で高い 評価を受けたが ､ 人道支援業務の拡大
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に つ れ て次第に資金不足 に陥り ､ 予算獲得の ため架空 の プロ ジ ェ ク トを

控造するま で になり ､ 経理面 でも乱脈をきわめ て い く ｡ 許可 の 下りた 3

つ の プ ロ ジ ェ ク トは実行に移されな い ままで ､ 支援 の実行部隊とも い え

る委託業者と の癒着も問題とな っ て きた ｡ E U の ｢ 詐欺犯罪対策室｣ は ､

不正疑惑に気づき内定を始めたが ､ 決定的な証拠が つ か めなか っ た ｡ や

が て 内部告発者が現れ た ｡ 第2 回目 は ､ E U の 巨大な官僚制度か ら必然

的に起 こりうる官僚 の犯罪 に つ い て ､ そ して 消えた3 億円 の行方を追跡

調査し て い く ｡ もち ろ ん こ の種 の 疑惑にお決まり の こと であ る が ､ E U

の 上層部から捜査に圧力がかか っ た ｡ 不正 に関わ っ た と疑われ て い る官

僚は ､ 今もなお E U の 要職につ き ､ 不正疑惑の追及を逃れたままで ある ｡

まれ に見る詐欺事件が迷宮入りとな る と ､ ひ そか に ほくそ笑む の は
一

体

誰な の か ｡ 番組で はそ の答えは提示され て い な い ｡

4 6 6 . ｢ E U の 光と影(3)岐路 に立 つ 農業｣ 〔2 00 1 年 5 月2 7 日 ･ 『B S ドキ ュ メ

ン タリ
ー

』 ･ B S l ･ 5 0 分 ･ 製作 : D R ･ デ ン マ ー ク ･ 2 0 00 年〕

E U の 拡大路線は ､ やが て 旧社会主義国をもそ の 射程に入れ て い る ｡

だが ､ こ れ ら の国の基幹産業は農業で ､ 零細な農家が多 い ことも事実で

あ る ｡ こ れま で の 西 ヨ ー ロ ッ パ 中心の E U に お い て は ､ 農家は補助制度

で手厚く保護され て きた ｡ 今後あらた に加入する東 ヨ
ー ロ ッ パ 諸国の農

民 に対しても ､ 同 じように保護政策を採り続ける とすれ ば､ E U が財政

的に破綻する こ と は明らか である ｡ 番組 で は ､ ポ
ー

ラ ン ドの農家を具体

的事例としながら ､ こ れからの拡大 E U が抱える問題 の
一

つ で あ る ､ 農

業政策なか んずく ｢ 補助金｣ の存続拡大かあ■る い は廃止か の問題に つ い

て取り上げて い る ｡

46 7 . ｢ グ ラ ー ツ 歴史地区｣ 〔2 00 1 年 5 月2 7 日 ･ 『世界遺産』第2 54 回 ･ B S N

< T B S 系列 > ･ 30 分〕

グ ラ ー ツ は ､ ウ ィ
ー

ン に つ い で オ
ー

ス トリ ア第2 の 都市で ､ その名前

は ス ラ ブ語 で ｢ /トさな城｣ を意味する グ ラ デ ツ に由来す る ｡ イ タリ ア ･

ル ネ ッ サ ン ス 芸術 の影響と ハ プス ブ ル ク家 の財力が今日見られる街 の輪
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郭を作り上げた ｡ グ ラ
ー

ツ はま た近世 にお い て 中央ヨ 一 口
_
ツ パ を束の オ

ス マ ン 帝国の脅威から守る拠点でもあ っ た ｡ その ため城塞建築技術が進

ん で い たイタリ ア か ら建築家が呼ばれ ､ 彼ら は城塞建築と宮殿建築の た

め に存分 に腕を振るうことにな っ た ｡ 番組で紹介される ｢ 州庁舎中庭｣

もイ タリ ア人建築家によるも の で ､ イ タリ ア国外で最も重要なルネ ッ サ

ン ス 建築の ひと つ と い われ て い る ｡ つ い で 紹介され る の は ､ 現存する ヨ

ー ロ ッ パ 最大 の ｢ 武器庫｣ ｡ 武器 ､ 甲胃 な どお よ そ 3 万点が保存され て

い る が ､ 16 世紀から1 7 世紀のも の が多 い ｡ こ れ らは度重なる東方からの

異民族 の侵入 に備えるため作られたもの であ る ｡ 中 に は馬の た め の 甲胃

もあり､ 完成ま で に 2 年を要したと いう ｡ 最後に紹介され る の は ､ グラ

ー

ツ の シ ン ボ ル と い われ る ｢ 時計台｣ ｡ 完成 し たの は15 6 1 年 ､ 時計 に つ

い て い た の は時間を示す1 本の針だけ ｡ の ち に分を表す針も つ けられた

が ､ 時間を示す針が重要であ る と いう理由から長針で時間､ 短針で分を

示す不思議な時計とな っ た ｡ ( 英語名 : C it y of G r a z - H i st o ri c C e n t r e

登録年 : 19 99 年)

4 68 . ｢ 中国巨大市場 の攻防(1) ドイ ツ企業 は なぜ強 い の か｣ 〔2 00 1 年6 月3

日 ･ B S l ･ 5 0 分〕

中国は W T O へ の 加 盟を控えて外国企業の 積極的な投資を促 して い

る ｡ そ の 中国 に お い て は車 の台数は150 0 万台を超えたと言われ て い る

が ､ そ の ほ と ん どが ドイ ツ (徳国: 中国語表記) の ブ ラ ン ドである ｡ 中

で も V W ( V ol k s w a g e n) は ､ 中 国 の 乗用車の57 パ
ー セ ン トを超え て い

る ｡ V W は ｢ 国民 の 車｣ と い う意味であり ､ 中国で は ｢ 大衆｣ と訳され

て い る ｡
一

方､ 日本車の シ ェ ア は ､ 合計で3 0 パ
ー セ ン ト程度 ､ ドイ ツ は

1 5 年以上 を かけて販売店や修理工場を現地 に作り中国社会に根を張 っ て

き た ｡ V W は ｢ 大衆｣ と いう会社で完全 に中国製として生産され ､ それ

が中国人 に は自分たち の車で ある と いう意識を根付かせ る こ と に成功し

て い る ｡ そ の よう に中国人の プラ イ ドと ナ シ ョ ナリ ズ ム を刺激しな い 形

で着々 と ドイ ツ 車は中国市場 に定着し つ つ ある ｡ しかも ドイ ツ は日本と
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は違い ､ 第二次世界大戦にお い て 中国人 に と っ て は戟争加害者で はなか

っ た だけ に ､ 日本車 に比 べ る と有利である ｡ さ ら に V W は ｢ 上 海大衆

工場｣ を作り ､ 積極的な技術移転を進め て い る ｡ 工 場 の ドイ ツ 人経営者

は次の ように語 る ｡ ｢ 教え て損する技術 はな い ｡ 我 々 の技術 は ､ つ ね に

そ の 先を歩い て い る の だ から｣ ｡ こ れ は ドイ ツ 人 に共通 した モ ノ作り に

対する自負で あり ､ また哲学でもあるだろう ｡ 番組で は ､ V W 以外に中

国の 書籍流通業界に市場を拡大し つ つ あ る ヴ ュ ル テ ル ス マ ン社な どを取

材して い く ｡ 紹介され る ドイ ツ企業でも大変興味深 い の は ､ 小 さな ソ ー

セ ー ジ工 場 から出発 して ､ や が て ｢ ドイ ツ食品セ ン タ
ー

｣ を立ち上げた

シ ュ テ フ ア ン ･ シ ン ドラ ー 氏 の取材である ｡ シ ン ドラ ー 氏 は ､ 冷戦時代

は東ドイ ツ の 中国滞在武官で あ っ た が ､ 在任中に べ ル リ ン の 壁 が崩壊

し ､ 彼が忠誠を誓う東ドイ ツ と い う国家は地図上から消滅した ｡ 苦境に

陥 っ た彼に助言をし､ 積極的に支援してくれた の は ､ 中国人民解放軍 の

彼 の友人達で あ っ た ｡

4 69 . ｢ 三 宅 一 生 ベ ル リ ン ･ 都 市を呼吸する衣服｣ 〔20 0 1 年6 月30 日 『美

と出会う』 ･ E T V ･ 2 5 分〕

衣服 デザイナ
ー

･ 三 宅
一

生 は従来の既成概念にとらわれな い斬新な デ

ザイ ンを発表してきた ｡ 彼は自分の新たな仕事の発表 の場として ベ ル リ

ン を訪ねる ｡ 彼 は ベ ル リ ン を選んだ理由を次 の よう に語る ｡ ｢ ベ ル リ ン

は最も フ ァ ッ シ ョ ナ ブ ルな街であり ､ 同時に最も フ ァ ッ シ ョ ナ ブ ル な街

で はな い ｡ つ まり
`

フ ァ ッ シ ョ ナ ブ ル
'

を越えた街で ある か らだ｣ ｡

4 7 0 . ｢5 6 年目の償 い - ドイ ツ ･ 強制労働 の被害者たち - ｣ 〔2003 年 7 月18

日 ･ 『ク ロ ー ズ ア ッ プ現代』 ･ N H K ･ 3 0 分〕

第二次大戦中 ､ ナ チ ス ドイ ツ の 支配下で行われた強制労働 の被害者に

対して ､ 先月27 日 か ら ドイ ツ 政府と企業によ っ て補償金が支払われ て い

る ｡ 戦後半世紀以上 を経て ドイ ツ が責任を追及された背景に は ､ 9 0 年代

末に ア メ リ カ で多発した集団訴訟があ っ た ｡ 世界各地に今も100 万人以

上 は生存する と言われ る被害者を､ ア メ リ カ の弁護士が集団訴訟の 下 に



7 0 ドイ ツ社会文化論としての 映像メ デ ィ ア ･ ア
ー

カ イ ブ ス ( 吉田)

集め た の である ｡ 企業は戦時中の 責任をどう問われ ､ 正確な人数の つ か

めな い 被害者に どの よう に補償金を支払 っ て い くの か｡ また ､ 同 じ弁護

士たちが日本企業に対して起 こ して い る訴訟 に は ､ ど の ような影響があ

る の か ｡ 半世紀後の補償の背景を探る ｡ ( N O . 1 4 5 8) ス タ ジ オ ゲ ス ト :

矢野久 (慶応大学数授) ､ 衛星 生 中継出演: 二村伸 ( N H K ベ ル リ ン支

局長) * 以下 の参考デ
ー

タ は ､ 番組 の ホ
ー

ム ペ
ー ジを参考にした ｡

ドイ ツ政府と企業 に よ る財団 ｢ 記憶 ･ 責任 ･ 未来｣ に つ い て : 政府と企

業が50 億 マ ル クずつ ､ 合計100 億 マ ル ク ( 日本円 で お よそ6 00 0 億円) を

拠出し､ 強制労働の被害者に補償するも の ｡ 被は
一 人当たり日本円で最

高で およそ80 万 円を受け取る ｡ 被害の度合 い に よ っ て 金額は異なる ｡ 最

初の支払い は ､ ポ
ー

ラ ン ドで ､ 6 月2 8 日 に始ま っ た ｡ 詳細 は以下 の ドイ

ツ語 と英語の ホ ー ム ペ ー ジが参考になる ｡

b tt p : / / w w w . s tift u n g si niti ati v e .d e/ ei n d e x . h t m l

ア メ リ カ の裁判所で訴えられた ドイ ツ企業 に つ い て : 上記財団の ホ ー ム

ペ ー ジ に掲載され て い る ｡ T r e ati e s a n d S t at e m e n t と い う項目を開く

と ､ J oi n t S t at e m e n t A n n e x C と D と い う所に詳しい訴訟リ ス トが出

て い る ｡ こ れ が全て で は な い が ､ 訴訟件数は60 件以上 と言われて い る ｡

現在は ､ 補償金支払 い は財団に よ っ て行われる こ と に な っ た の で ､ 全 て

の訴訟は今の と こ ろ棄却されて い る ｡ 被害者は補償金を受け取る代わり

に ､ 今後訴訟を提起しな い と いう誓約文を書かされる ｡ 更に被害者が新

た に訴えを起 こすこ と は可能であるが ､ 裁判所 に よ っ て棄却される見過

しが高 い と言われ て い る ｡

ドイ ツ企業を訴えたア メ リ カの 弁護士 に つ い て : マ イ ケ ル ･ ハ ウ ス フ ェ

ル ド弁護士 ( ワ シ ン ト ン に事務所 を構え る ｡ ホ
ー

ム ペ
ー

ジ は h ttp : / /

w w w . c m h t . c o m /)

世 界最大 の ユ ダヤ団体に つ い て : 世界 ユ ダ ヤ人会議 ( W o rl d J e w i sh

C o n g r e s s ､ h tt p : / / w w w , w j c . o r g .
il/) h tt p : / / c y b e r .l a w .

h a r v a r d . ed u / t o rt s

3 y / r e a di n g s/ u p d at e
-

a
-0 2 .h t m l
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ア メ リ カ人でな い被害者が ア メ リ カ の裁判所で訴えを起 こす こ と が でき

る理由 に つ い て : 外国人不法行為請求権法によ る ｡ 英語名は A li e n T o rt

C l ai m s A ct ( A T C A) , 2 8 U .S . C , §13 5 0 ｡ 元 々 ア メ リ カ建国当時､ 海賊

の被害者を救済するために作られた法律｡ ハ
ー バ ー

ド ･ ロ ー

ス ク
ー ル の

ホ ー ム ペ ー ジ に 詳し い 解説が出て い る ｡

∋ 関連映像資料: ｢ 劉連仁 - 5 4 年目の 証言 - ｣ 〔19 98 年10 月 8 日 ･ E T V

･ 4 5 分〕

4 71 . ｢ 過去を問われた ドイ ツ企業 - 強制労働 ･ 56 年後 の 償 い - ｣ 〔20 0 1 年

6 月3 0 日 ･ 『ウ イ ー ク エ ン ド ･ ス ペ シ ャ ル』 ･ B S l ･ 5 0 分〕

ドイ ツ の首都 ベ ル リ ン の郊外にあ るザク セ ン ハ ウ ゼ ン強制収容所｡ こ

こ に は ナチ ス 時代の 悲劇 の跡が今も残され て い る ｡ 当時こ こ で は劣悪な

環境で ､ 過酷な労働を強 い られ多くの人 々 が命を落とした ｡ ナ チ ス は ユ

ダヤ人だけで はなく ､ 東欧や旧 ソ ビ エ トか ら10 0 0 万人を越える人 々 を組

織的に強制労働に駆り出した ｡ 占領地域か ら連行された人々 は ､ 国営企

業だけでなく ､ 民間企業にも送り込まれた ｡ 収容所 の 入り口 に は ､ 皮肉

な看板が掲げられ て い た :
"

A r b eit m a c h t f r ei
"

< 働 けば ､ 自由 にな

る > ｡ ナチ ス t ドイ ツ 下で組織的に行われた強制労働の 実態 に光が当て

られる よう にな っ た の は ごく最近 の こ と である ｡ そ して当時の強制労働

には ､ ドイ ツ の 企業が深く関わ っ て い た こ とが明らかにな っ て き た ｡ ア

メ リ カ の弁護士達は ､ その責任を裁判で追及した ｡ 戦時 の 強制労働に企

業はど こま で責任を負う べ きなの か ｡ ドイ ツ企業の戦争責任を追及する

訴訟は ､ さ ら に ア メ リ カ と ドイ ツ の 政府を巻き込 んで拡大して い っ た ｡

そ して難航を極めた交渉の末､ 2 0 0 1 年 6 月 ､ 被害者 へ の保証金 の支払 い

が始ま っ た ｡ ア メ リ カ市場 に投資を拡大す る傾向にあ っ た ドイ ツ 企莱

が ､ ア メ リ カ政府にも強 い影響力を持 つ と い わ れ る ユ ダヤ人団体の しか

けた ト ラ ッ プに落ちたと いう見方は根拠がは っ きりしな い ｡ ともあれ ､

番組 は3 年に わた る強制労働 の被害者と ドイ ツ企業および ドイ ツ政府と

の 粘り強 い 交渉過程を紹介する貴重な ドキ ュ メ ン タリ
ー とな っ て い る ｡
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= 〉関連新聞資料 : 花岡事件 (秋 田県大館) に関す る新聞記事｡

｢ 一

部被害者和解を拒否 ･ 花岡事件 ､ 米で提訴 へ 【北京26 日 - 五 十川

倫義】 太平洋戦争末期､ 日本 に強制連行された中国人労働者が犠牲に

な っ た ｢ 花岡事件｣ をめぐり ､ 被害者と遺族ら 二十数人が ､ 東京高裁

で昨年11 月 に成立した花岡訴訟 の和解と ｢救済措置｣ を拒否した こ と

が26 日 ､ 明らか にな っ た ｡ こ の 中に は同訴訟 の原告も含まれて い る ｡

拒否者の
一

部は鹿島 ( 旧鹿島組) を相手に損害賠償と公開謝罪を求め

る新たな訴訟を米国で起 こす方針だ｡ ｢ 十分な理解を得られず残念｣

原告弁護団長 東京高裁で の和解に携わ っ た原告弁護団長の新美隆弁

護士は 『和解の意義に つ い て 十分 に理解して もらえず残念だ｣ と話し

た ｡ 和解内容に基 づ い て 8 月 に は基金か ら の 配分が始まる見通しで ､

｢ 今回の提訴で ､ 基金の 活動が影響を受ける ことはな い｣ と い う｡ 生

存者ら32 人 に慰霊式参列 へ ･ き ょ う来日 ｢花岡事件｣ の 生存者 ･ 遺族

3 2 人が ､ 和 解金で設けられた｢花岡平和友好基金｣ で2 8 日 ､ 来日する ｡

中国赤十字会の蘇菊香秘書長らも同行し､ 事件が起きた秋田県大館市

が主催する30 日 の ｢ 中国人殉難者慰霊式｣ に参列する ｡｣

4 7 2 . ｢ 自由へ の トンネ ル - ベ ル リ ン ･ 1 96 2 年 - (1)愛する人の た め に｣〔200 1

年 7 月20 日
･ 『ドキ ュ メ ン ト地球時間』

･ E T V ･ 4 5 分 ､ 制 作: ドイ ツ

/ S W R (1 9 9 9 年)〕

473 . ｢ 自由 へ の トンネ ル - ベ ル リ ン ･ 1 96 2 年 - (2)再会｣ 〔20 0 1 年 7 月2 7 日

･ 『ドキ ュ メ ン ト地球時間』 ･ E T V ･ 4 5 分 ､ 制作 : ドイ ツ/ S W R 1 99 9

年〕

1 96 1 年 8 月 ､
ベ ル リ ン は壁 に よ っ て東西 に分断された ｡ その 翌年の春､

西 ベ ル リ ン に住む学生たちは ､ 東 ベ ル リ ン に向けて ト ンネ ル を掘り始め

た ｡ 作業を取り仕切 っ た の は 4 人の学生 ､ 東ドイ ツ から西 ベ ル リ ン - 逃

げてきたウリ ･ フ ァイ フ ァ
ー

と ハ ツ ソ ･ ヘ ル シ ェ ル
､ そ して イ タリ ア か

ら西 ベ ル リ ン へ 留学中の ル イ ジ ･ ス ピナ ( 通称ジジ) ､ ドメ ニ コ ･ セ ス

タ (通称 ミ モ) ｡ 彼 らの 目的は ､ 愛す る家族や友人を西側 に脱出させ る
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こ と だ っ た ｡ こ の 番組は ､ ア メ リ カ の テ レ ビ局 N B C が ､ ト ン ネ ル へ の

資金提供と引き換えに計画 の
一

部始終を撮影した貴重な記録映像をもと

に構成した番組 ｡

ベ ル リ ン の 壁 が構築され る前は ､ 東西 ベ ル リ ン の行き来は自由であ っ

た た め ､ 西 ベ ル リ ン経由で東ドイ ツ か ら大量 の難民が流れ込 ん で い た ｡

西 ベ ル リ ン に は難民キ ャ ン プ場が ( N ot a u f n a h m el a g e r) が 設けられた ｡

1 9 6 1 年 8 月13 日深夜 ､ 突然東西 ベ ル リ ン の交通が遮断され ､ 急 ピ ッ チ で

東西 ベ ル リ ン の境界線に有刺鉄線が張り巡らされる ｡ い わ ゆ る ベ ル リ ン

の 壁の構築の始まりで ある ｡ 初 め のうちは ､ 境界線に近 い ビ ル の 窓か ら

脱出したり ､ 建物屋上か ら飛び降りたり して まだ脱出が可能で あ っ た

が ､ や が て 壁 に沿 っ たす べ て の 窓が ふ さ が れ て しまう ｡ フ ァ イ フ ァ
ー と

ヘ ル シ ェ ル は ､ 東ベ ル リ ン に い る友人 の ペ
一 夕 - を何 とか して助けた い

と思 っ た が ､
ベ ー タ ー に は小 さな娘が い た ｡ や が て ジ ジ と ニ モ は ､ ト ン

ネ ル を掘 る こ とを思 い つ く ｡ 東 ベ ル リ ン か ら逃げてきた ヘ ル シ ェ ル と フ

ァ イ フ ァ ー も即座に同意 した ｡ ハ ツ ソ は ､ 1 9 56 年 ｢ 東 ベ ル リ ン暴動｣ が

起きた時に警察に逮捕され ､ 二年間 の獄中生活 の後19 58 年に出所｡ 多く

の友人は拷問を受けたり ､ 再 び刑務所から出 てくる こ と はなか っ た ｡ そ

れ以来 ヘ ル シ ェ ル は東独政府に復讐を誓 っ て い た ｡ ト ン ネ ルを掘る場所

は ､ ベ ル ナ ウ ア 一 通り ( B e r n a u e r st r .) と決定した ｡ 1 4 5 メ
ー

ト ル の ト

ン ネル を掘る 4 人の戦 い が始ま っ た ｡ や が て協力者も現れ ､ 自由 へ の ト

ン ネル が少しずつ そして密か に掘られ始めた ｡

関連新聞資料= 〉

｢ 旧東独保安省 ト ッ プ エ
ー

リ ヒ
･ ミ ー ル ケ氏 ( 旧東独の元国家保安

棉) 2 1 日死去 ｡ 9 7 歳｡ 旧東独 の秘密警察であ っ た 国家保安省 ( シ ュ タ
ー

ジ) の ト ッ プを19 5 7 年か ら ｢ ベ ル リ ン の壁｣ が 崩壊した89 年まで勤め ､

｢ 恐怖の 支配者｣ と呼ばれた ｡ ベ ル リ ン の 壁を越えて西側 に逃亡 しよう

とした旧東独市民殺害の責任を問う ｢ 壁裁判｣ で92 年 に起訴されたが ､

健康上 の 理由か ら公判中止にな っ た ｡ た だ､ 3 1 年 (原文 マ マ : 8 1 年の誤
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植か と思われ る ･ 筆者) の 警察官殺害事件をめぐ っ て は93 年に禁固6 年

の判決を受けた ｡ 出所後､ 今年から老人ホ ー ム に 入所して い た ｡ ( ベ ル

リ ン支局) 〔『読売新聞』 200 1 年 5 月27 日 ･ 朝刊 (新潟)〕

4 74 . ｢ が ん ･ 苦痛と不安に向き合う - ドイ ツ補完療法の 試み - ｣ 〔20 0 1 年

7 月28 日 ･ B S l ･ 5 0 分〕

ドイ ツ の人口はおよそ8 000 万人あまり ､ そのうち
一

年間におよそ3 4 万

人 が新た に が ん と診断され て い る ｡ 最先端 の現代医学でも治療が難し い

が ん の 患者が数多く い る ｡ そ の 症状を どの ようにや わらげて い く の か

が ､ 大きな課題 にな っ て い る ｡ 患者の心身の負担を少しでも減らした い ｡

そうした中､ ドイ ツ で は ｢ 補完療法｣ に注目が集ま っ て い る ｡ 温熱療法

や マ ッ サ
ー

ジ ､ 心理療法な ど､ ｢ 補完療法｣ は ､ が ん その もの を治す こ

とはできな い が ､ 体をほぐし ､ 気持ちをやわらげる ｡ 国立大学 の病院で

も ､ がん に よ る傷みや不安を少なくしようと ｢補完療法｣ を取り入れる

動きが少しず つ 広が っ て い る ｡ 『現代医学だけで は で きな い こ ともある

と感じ ､ ｢ 補完療法｣ を取り入れる こ と に した の で す』 と ､ ハ イ デ ル ベ

ル ク大学の 教授は語る ｡ ｢ 補完療法｣ で は ､ 伝統的 に使われ てきた薬草

なども用 い られ て い る ｡ その 薬を科学的に見直すプロ ジ ェ ク トも始ま っ

た ｡ ｢ 補完療法｣ に対 して ､ 州政府は専門家を養成 し ､ 健康保険も適用

して い る ｡ 番組は ､ が ん患者の痛み や不安をやわらげる ｢ 補完療法｣ に

官民ともに取り組む ドイ ツ め現状をみ て い く ｡

4 7 5 . ｢ ポ ツ ダム宣言 ･ 米 ソ の攻防①原爆投下 ･ トル ー マ ン の決断｣ 〔20 0 1

年 7 月2 5 日 ･ 『そ の とき歴史が動 い た』 ･ N H K ･ 4 5 分〕 出演者 : 松平

走知アナウ ン サ ー 【出演者】 伸晃 (桜美林大学名誉教授) 元共同通信社

ワ シ ン ト ン 支局長 ｡ 現代 ア メ リ カ政治や日米関係論な どを専門とする ｡

ジ ャ
ー

ナリ ス トと して ボ ー ン 上 田賞 (19 6 2 年度) 受賞｡ 現在は桜美林大

学名誉教授｡ 著書に ｢ ケネデ ィ はなぜ暗殺されたか｣ ( N H K ブ ッ･ ク ス)

｢ 黙殺｣ 等｡ 訳書 に ｢ ア イ ゼ ン ハ ワ ー 回顧録｣ ｢ マ ク ナ マ ラ 回顧録｣ 等｡

番組の ねら い :
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米英中三 カ国代表 の サ イ ン を
一 人 で書き上 げて しま っ た米大統領ト ル

ー マ ン ｡ ポ ツ ダ ム 宣言を急遠書き上げ､ 発表した背景 には ､ ｢ 原爆実験

成功｣ と いう切り札を手にした トル
ー

マ ン の 太平洋戦争を ｢ ソ連抜き｣

の ｢ ア メ リ カ単独｣ の勝利に しようと いう思惑があ っ た ｡ 番組で は ｢ ソ

連参戦｣ を求め続けた ア メ リ カ の外交政策が転換する中 で ､ ポ ツ ダム 宣

言が変質して い く過程を措き ､ 日本 の運命とその彼の世界を規定した｢ ポ

ツ ダム 宣言発表｣ の 意味を考える ｡

トル
ー

マ ン の決断に対する番組の ス タ ン ス :

当番組は ､ 原爆投下を正当化するも の で はな い ｡ ア メ リ カ の 世論に は

｢ 原爆投下によ っ て 戦争が終わり ､ 本土上陸作戦をせずに済み ､ 結果と

して多く の 人命を救 っ た｣ と い う意見が根強くあり ､ 原爆 の使用 に特別

の感情を持 っ て い る 日本の 世論とは大きく隔たりがある ｡ 今回 の番級

は ､ この ア メ リ カ世論が形成されたプ ロ セ ス の ひ と つ で ある トル
ー マ ン

の 決断を追うこと で ､ 終戟 の 切り札と して原爆投下 が本当に唯
一

の 道 だ

っ た の か と いう こ とを再検証するも の で ある ｡ ｢ 原爆投下｣ が ､
い か に

｢ ポ ツ ダ ム 宣言の発表｣ と密接に関わ っ て い た の か と いう こ と に焦点を

絞り ､ 措 い た番組 ｡

4 7 6 . ｢ ポ ツ ダム 宣言 ･ 米 ソ の攻防② ソ連対日参戦 ･ ス タ
ー

リ ン の 焦燥｣

〔200 1 年 7 月25 日 ･ 『そ の とき歴史が動 い た』 ･ N H K ･ 4 5 分〕出演者 :

松平走知ア ナウ ン サ
ー

【出演者】 長谷川毅 ( カ リ フ ォ ル ニ ア大学サ ン タ

バ ー バ ラ校教授) カ リ フ ォ ル ニ ア大学サ ン タ バ
ー バ ラ校教授｡ 現代 ロ シ

ア 政治や 日露関係史などを専門とす る ｡ 主要著書 ｢ ロ シ ア革命下の ベ ト

ロ グ ラ ー ドの市民生活｣ ｢ 北方領土問題と日露関係｣ な ど｡

番組の ね ら い :

日 ソ 中立条約を
一

方的 に破棄し ､ 対日参戦 の決定をした ソ連首相ス タ

ー

リ ン ｡ そ こ に い たる ス タ ー

リ ン の行動の多くは謎だ っ た ｡ しか し ､ こ

の ほ ど､ ソ 連側が作成したポ ツ ダム 宣言 の草案が ロ シ ア外務省外交史料

館より発見された ｡ 日付は ､ ア メ リ カ が ソ連抜きで ポ ツ ダム宣言を急速
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発表した の と同じ7 月2 6 日 ｡ 米英中三 カ 国だけでなく ､ ソ 連も加えた四

カ国で日本に無条件降伏を求め る内容にな っ て い る ｡ そ こ か ら は ､ 連合

国 の
一

員 と して ｢ 対日参戦｣ の 大義名分を得ようとし て い た ソ 連側 の焦

燥が浮かん でく る ｡ 番組で は ､ . ア メ リ カ が突然発表した ソ連抜きの ポ ツ

ダム 宣言に ､ ヤ ル タ で交わ した密約を反故( ほ ご) にされ る恐れを感じ､

対日参戦 に踏み出すま で の ス タ ー

リ ンゐ焦燥の 日々 を新資料で克明に追

い なが ら ､ 戦後の 冷戦と北方領土問題な ど､ 目 口 間 の確執の原点を措く ｡

その 時 : 1 9 4 5 年8 月 8 日 ソ 連が日本に宣戦布告｡

注 : 上 記 二 つ の番組に つ い て は ､ 当該の ホ ー

ム ペ
ー ジ にお い て ､ メ デ

ィ ア の作る側 の 製作意図が明確に示され て い る の で ､ その 内容を

直接引用した ｡

4 7 7 . ｢ 魔女の森 に汽笛が ひ びく - ドイ ツ ･ ハ ル ツ 地方 - ｣ 〔2 00 1 年8 月28

日 ･ 『煙はるか に世界S L 紀行』 ･ N H K ･ 1 2 0 分〕旅する人 : 池内紀〔ド

イ ツ文学者〕､ 菊池麻衣子 〔女優〕

ハ ル ソ 山地は ドイ ツ の 中央部に位置する テ ユ ー

リ ン ゲ ン 地方にある ｡

ここを貫い て 走 っ て い るの が｢ ハ ル ソ狭軌鉄道｣( H a r z e r S c h m al sp u rb a h n e n) ｡

蒸気機関車が登 っ て い く の は ､ 伝説 に包まれたブ ロ ッ ケ ン 山 (標高1 , 1 4 2

m 〕 の垣であ る ｡ 4 月30 日の夜に は ブ ロ ッ ケ ン 山 に魔女たちが集まり ､

大集会を開くと言 い 伝えられ て い る ｡ 子供 の 頃から S L の 機関士とな る

の が夢で あ っ た池内氏は ､ 今回 S L の 運転に挑戦 しながら､ 蒸気機関車

を支え る人々 と の触れ合 い を通じ て ､ ドイ ツ文化の底流を探ろうとす

る ｡ (S L - s t e a m l o c o m oti v e) ハ ル ソ の 深い 森 に は数々 の伝説が隠され

て い る が ､ なか で も よく知られ て い る の が｢ 魔女伝説｣ で あ る ｡ 菊池は ,

こ の 魔女伝説を深く知りた い と思 い ､ 池内と とも に S L に 乗り ハ ル ソ 山

地の奥深く分け入 っ て い く ｡ ハ ル ソ 地方の 中心都市ヴ ュ ル ニ ゲ ロ ー デ

( W e r ni g e r o d e) は ､ 中世以来木材の集散地と繁栄して きた人口3 万 7

千人 の 静かな町であ る ｡ 旧東ドイ ツ の 中 でも ､ 中世の 町並みがよく保存

され て い る こ と で知られ て い る ｡ ヴ ュ ル ニ ゲ ロ
ー

デ駅を基点として ､ ブ
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ロ ツ ケ ン 山 へ 登山鉄道が つ なが っ て い る ｡ 町や村を結ん で走る路線 の総

延長は13 0 キ ロ に及ぶ ｡ ドイ ツ 分断の 時代 ､ 西 ドイ ツ側 で は効率化が進

み S L が急速 に姿を消 し て い っ た が ､ 東 ドイ ツ 側 で は ､ .S L は 人 々 の 大

切な交通手段と して大事にされ てきたと い う経緯があ る ｡ 皮肉な見方を

すれば､ 東西分断の歴史が S L の 保存にプラ ス に働 い た と いう こ と にな

るだ ろう ｡ ブ ロ ッ ケ ン 山山岳鉄道 の 開通 は189 8 年で ､ ドイ ツ で はイ ギ リ

ス に 遅れ た産業革命が進行中であ っ た ｡ 東西 ドイ ツ 統
一

後 ､
ハ ル ツ 地方

は ､ ドイ ツ で はめずらし い 山岳地帯として ､ 多く の観光客を引き寄せ て ､

深 い 森に は今日も蒸気機関車の汽笛が こ だます る ｡

⇒ 関連映像資料 : 4 5 7 . ｢ 魔女の森 の夜祭り - ドイ ツ ･ シ ー

ル ケ - ｣〔20 0 1

年2 月16 日 ･ B S 2〕 < 本稿59 ペ ー ジ参照 >

⇒ 関連映像資料 : 200 . ｢ ヨ
ー

ロ ッ パ 冬物言吾 ･ 下を出せ 愚者たちの祭典

- ドイ ツ ･ ウ ル ム 市 - ｣ 〔199 7 年 2 月2 7 日 ･ B S 2 〕〔『法政理論』 第3 5

巻第4 号 (20 0 3 年) 参照〕

⇒ 関連映像資料 : 30 7 . ｢ ラ ン メ ル ス ペ ル ク旧鉱山と古都ゴス ラ
ー ｣〔19 9 9

年 7 月18 日 ･ 『世界遺産』 ･ B S N ･ 3 0 分〕〔『法政 理論』 第36 巻第3 4

号 (2 0 0 4 年) 参照〕

4 78 . ｢ ベ ー ト ー ベ ン の 探求｣ 〔200 1 年9 月 1 日 ･ B S 2 ･ 5 0 分 × 2 〕

番組の進行役は ､ ザ ル ツ ブ ル ク音楽祭デ イ レク タ
- で あ る ハ ン ス ･ ラ

ン デス マ ン ｡ 彼は ､ 冒頭 で ｢ ベ
ー ト

ー ベ ン の 音楽が ､ 20 世紀にど の よう

に解釈され演奏され てきたか ､ と い う テ
ー マ に つ い て ､ ザル ツ ブ ル ク音

楽祭を訪れた指揮者や演奏家を通して さぐりた い｣ と述 べ て い る ｡ 番組

は 4 部構成 で ､ 指揮者や演奏家が ベ
ー

ト
ー ベ ン の 作品の解釈を通 しなが

ら ､ 個 々 の ベ ー

ト
ー ベ ン観を語 っ て い く ｡ 中 で も ロ リ ン ･ マ ゼ -

ル の 次

の 言葉は ､ 音楽芸術 の ありようを的確に言 い 当 て て い て 興味深 い も の が

ある ｡ ｢ 音楽を言葉で表すこと は できな い ｡ だ か ら ､ 我 々 が音楽に つ い

て語ろうとす る と ､ そこ に は つ ねに壁がある ｡ わ れ われ は言葉を使 っ て

音楽に近 い も の は言 い表せ て も ､ 音楽そのも の を語る こ とは できな い ｡
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だ から ､ 我 々 に は音楽が必要 であ る｣ ｡ 番組に登場する 3 人 の指揮者:

リ カ ル ド ･ ム ー テ イ ､
ロ ジ ャ

ー
･ ノ リ ン ト ン ､ ロ リ ン ･ マ ゼ -

ル
､ そ し

て バ イ オリ ニ ス トの フ ラ ン ク ･ ペ 一

夕
-

･

ツ イ ン マ
- マ ン ｡

4 7 9 . - 4 8 2 . ｢ ナ チ ス と戦 っ た ス パ イ - イ ギリ ス ･ S O E 工 作員 - < 1 > 初 め

ての 大仕事< 2 > 工 作活動の舞台裏< 3 > 不屈の ス パ イ魂< 4 > 連合軍

勝利 の 陰で｣ 〔200 1 年 9 月 6 - 9 日 ･ 『B S 世界の ドキ ュ メ ン タ リ ー 』 B S

l ､ 制作: B B C ､ イ ギリ ス 20 0 0 年 5 0 分 × 4 〕

言うまでもな い こ と であるが ､ 古今東西 ､ およそ戦争はただ単純に武

力 ･ 軍事力の 優劣だけで決着するも の で はな い ｡ 第二次世界大戦にお い

て は ､ 当初優勢であ っ たナ チ ス ･ ドイ ツ の 軍事力に村して さまざまな対

抗手段が用 い ら れた ｡ こ の番組は ､ ヨ
ー ロ ッ パ の 戦場にお い て ､ ゲリ ラ

的な破壊活動や諜報戦に携わ っ た数多くの秘密工作員たちの戦時下にお

ける生き様が紹介され る ｡ S O E と は S p e ci al O p e r a ti o n s E x e cti v e の

略｡ 番組は ､ 当時 の S O E 工 作員 の数少な い 生還者の 証言イ ン タ ビ ュ ー

･ 記録映像そし て再現映像で構成される ｡ 番組で紹介される主な内容:

ナ チ ス ドイ ツ 占領下 に おける フ ラ ン ス ･ レ ジ ス タ ン ス 活動 へ の 支援､ ド

イ ツ占領下 の ノ ル ウ ェ
ー

に お ける原爆開発 の 阻止 ｡ バ ル カ ン半島におけ

る パ ル チザ ン支援活動､ ノ ル マ ン ジ ー 上 陸作戦 に向けて の後方かく乱活

動｡ 鉄道 ･ 発電所 の破壊活動｡ な お ､ 第二次世界大戟下に おけ る S O E

工 作員達の 地道な活躍を措い た映画は ､ 1 9 6 0 年代以降､ 数多く作られ て

い る ｡ そ の い く つ かを紹介して おく こ と にする ｡

⇒ 関連映像資料: 4 83 . ｢ ナ バ ロ ン の要塞｣ < T h e G u n s O f N a v a r o n e ,

1 96 1 ･ 米 ･ 1 4 4 分 > ア リ ス テ ア ･ マ ク リ
ー

ン の 戟争小説 の 映画化作品｡

19 4 3 年第二次世界大戦中 ､ 連合軍はギリ シ ア の ケ
一

口 ス 島の 南 の 小島ナ

バ ロ ン にあ る ､ ドイ ツ 軍の 巨大な大砲を爆破計画を立てた ｡ 一 見 ､ 不可

能とも思える難攻不落の要塞島爆破 の た め ､ 6 人 の特殊工作員が選ばれ

る ｡ ト ン プソ ン 監督は ､ 特殊工作員たちが目的を果たすまで の ドラ マ を､

ダイ ナ ミ ッ ク な演出 で措 い た ｡ とり わけ目的 に到達するま で の 地理的 ･
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時間的問題を提示するくだりは説得力があり ､ 映画自体 の 緊迫感を盛り

上 げ､ さ ながらセ ミ ･ ドキ ュ メ ン タリ ー

の ような構成力を前面に押し出

して い る ｡ < ア カ デ ミ
ー 特撮効果賞受賞>

= 〉関 連 映 像 資 料 : 48 4 . ｢ テ レ マ
ー

ク の 要 塞｣ < T h e H e r o e s O f

T el e m a r k
,
19 6 5

,
1 96 5 ･ 米 ･ 13 1 分 > ナ チ ス ･ ドイ ツ の 原爆開発を阻止

す る た め に ､ 重水素酸化物製造工場を破壊した ､ ノ ル ウ ェ
ー

の レ ジス タ

ン ス たち の実生活を映画化したも の ｡ こ の 作品も ドキ ュ メ ン タ リ ー 色 が

強く出され ､ 戦争映画が単なる娯楽として提示されるとは限らな い こ と

を示す 一 作と言え る ｡

こ こ で紹介した 2 本の ハ リ ウ ッ ド戦争映画は ､ ア ク シ ョ ン本位の単な

る娯楽映画に と どまらな い ､ 丁寧な映像作り の例 と し ても評価され る

が ､ それ はあくま でも ドキ ュ メ ン タ リ ー ･ タ ッ チ と いう手法を効果的に

用 い た に過ぎず､
一

定の リ ア リ テ ィ は保証され つ つ も ､ 我々 はあくま で

も俳優 に よ っ て演じられた劇映画 ( ドラ マ) と して の ス ト
ー

リ
ー

展 開を

楽しむ こ とが出できた ｡ だ が ､ しか し ･ ･

9 月11 日 ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク 同時多発テ ロ ( グラ ン ド ･ ゼ ロ)

映像メ デ ィ ア の 発達により ､ 世界が い か に劇場化したとは い え ､ 深夜

の テ レ ビ で繰り返 し放映されたあ の シ
ー

ン ､ ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク貿易セ ン タ
ー

の 双子 ビ ル に ､ 不気味な静寂感を伴 い つ つ ､ 狙い すま したか の ようにジ

ェ ッ ト旅客機が突入 し､ ビ ル が炎と煙に包享れる映像は ､ ｢ ツ ク リ モ ノ｣

の 映画 ､ つ まり作り手 の意図 に基 づ い て演出され ､ 演 じら れ た映画以上

に ｢ あまり にも映画的｣ で あり ､ 眼前の 映像を見 る われ わ れ の視線が ､

そ の 映像を現実に起きた こ とと して了解し ､ 冷徹な ニ ュ ー ス 映像 であ る

こ とを受け入れるまで に ､ しばらく時間を要した ｡ そ し て こ の 出来事は ､

｢ ツ ク リ モ ノ｣ と して の映画をは る か に超えて しまう圧倒的な印象と衝

撃をも っ て ､ 我々 の 脳裏に深く刻み込まれた ｡ それ は同時に ､ 現実と虚
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構 , ノ ン フ ィ ク シ ョ ン と フ ィ ク シ ョ ン の 境界領域を溶解さ せ て しまうと

いう形で の ､ 映像メ デ ィ ア に対する我々 の 既成の価値観をも崩壊させ る

テ ロ リ ズ ム で もあ っ た ｡

4 8 5 . ｢ ケ ル ン 大聖堂 ( ドイ ツ)｣ 〔20 0 1 年9 月16 日 ･ 『世界遺産』 第26 7 回

･ B S N < T B S 系列 > ･ 30 分〕

ケ ル ン大聖堂 の建設は ､ 1 2 4 8 年に着 工 した が ､ 1 5 6 0 年に資金難などの

理由で 工事は
一

時中断され た ｡ そ して3 00 年あまりの 空白 の後､ 1 8 8 0 年

に ようやく建設工事は終了した ｡ 完成まで に600 年余り の歳月がかか っ

た こ と になる ｡ 中断 した 工事の再開のき っ か けとな っ た の が ､ 長 い 間行

方不明にな っ て い た ､ 西側双塔部分 の 設計図 の発見だ っ た ｡ 181 4 年の こ

と である ｡ 工事中断の空白が逆 に純粋な ゴ シ ッ ク様式の大聖堂を残すこ

と に つ なが っ た とも い え る ｡ 双.塔 の 高さは15 0 メ
ー トル を越える ｡ ケ ル

ン大聖堂は ､ 1 万平方メ ー トル に及 ぶ ス テ ン ドグラ ス に飾られ て い る ｡

1 2 世紀に始ま っ た ゴ シ ッ ク様式の建設技法は ､ 大聖堂内に 窓を大きく作

る ことを可能に し､ 荘厳は宗教空間を演出して い っ た ｡ 内陣の奥に置か

れた聖遺物を安置 した聖棺｡ 12 世紀に ケ ル ン にも たらされた 『東方三博

士』 の 遺骨がケ ル ン大聖堂 の 聖遺物である ｡ こ の 聖遺物がケ ル ン大聖堂

の存在を ヨ
ー ロ ッ パ 中に知らしめた の であ る ｡

⇒ 関連映像資料 : 2 32 . ｢ ケ ル ン大聖堂 の 涙 - 酸性雨被害か ら の 再生｣

〔1998 年3 月 8 日 ･ 『素敵な宇宙船地球号』 第37 回
･ N T 2 1 ･ 製作 :

テ レ ビ朝日〕 < 『法政理論』 第36 巻第2 号 (2 0 0 3) p . 1 6
-

17 . 参照 >

48 6 . ｢ 北 欧の 十字路 - バ ル ト海世界 の 形成 - ｣ 〔200 1 年9 月24 日 ･ 『教育

セ ミ ナ
ー

･ 歴史で見 る世界』 ･ E T V ･ 3 0 分〕

北 の 地中海とも言われ る ｢ バ ル ト海｣ は ドイ ツ 語 で ｢ 東海 ( O st s e e)｣

と呼ば れる ｡ 長 らく ヨ
ー ロ ッ パ の 海上貿易 の 主要な舞台であ っ た だけで

なく ､ 中世 に は ､ ノ ル マ ン 人 ､ ドイ ツ 人､ ポ ー

ラ ン ド人などが攻防を繰

り広げ､ 北欧 ･ 東欧 ･ 西欧が交わ る交差点でも っ た ｡ 番組 で は ､ ヨ ー ロ

ッ パ の 北の 内海に成立 した ､ 歴史的世界と して の バ ル ト海域を展望す
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る ｡ バ ル ト海は ､ 西側をス ウ ェ ー

デ ン と デ ン マ
ー

ク に ､ 北東を フ ィ ン ラ

ン ドに ､ 東は ロ シ ア と バ ル ト三 国( ラ ト ビ ア ･ エ ス ト ニ ア ･ リ トナニ ア)

に ､ そ して南はポ ー

ラ ン ドと ドイ ツ に囲まれ て い る ｡ こ れ らの 国々 を見

ただけでも ､ こ の 海が言語 ･ 文化的背景の異なる さまざまな人々 の攻防

の舞台であ っ た こ と がうかがわれ る ｡ バ ル ト海域 の西部と南部を形成 し

た の は ､ 広 い 意味で の ゲ ル マ ン民族である ｡ 中で も北ゲ ル マ ン の ノ ル マ

ン 人 は ､ 中世初期からス カ ン デ ィ ナヴイ ア半島と デ ン マ ー

ク に居住し ､

バ ル ト海貿易の先駆者とな っ た ｡ ノ ル マ ン 人が建国した デ ン マ ー ク ､
ノ

ル ウ ェ ー

､ ス ウ ェ
ー

デ ン のうち中世に最も力を誇 っ た の は デ ン マ ー

ク で

あ る ｡ 1 2 世紀になると ､ ドイ ツ 西部から ドイ ツ 人が大量に バ ル ト海沿岸

に入植し始めた ｡ こ の 移住は ､ 異境 の地をキリ ス ト教化する と いう目的

を掲げた騎士団に先導され て い た ｡ 地 中海の 十字軍に触発された ドイ ツ

騎士団と い う ､
い わ ば ｢ 北 の 十字軍｣ は ､ プロ イ セ ン や リ ヴオ ニ ア をゲ

ル マ ン 世界 に組み入れた ｡ 入植した ドイ ツ 人は ､ バ ル ト海 の 出 口 に リ ュ

ー ベ ッ ク を建設 し､ 本格的な交易に乗り出す ｡ リ ュ ー ベ ッ ク を盟主とし

て ､ 1 4 世紀に始ま る北 ドイ ツ都市同盟 『ハ ン ザ』 は ､ バ ル ト海域 の ドイ

ツ化を象徴するもの で ､ 以後北 ヨ ー ロ ッ パ 世界 の生活 ･ 文化に少なから

ぬ影響を及ぼして い く ｡

⇒ 関連映像資料 : 4 8 7 . ｢ ア レク サ ン ドル ･ ネ フ ス キ ー

｣

< 1 9 3 8 年 ･ ソ 連 > 監督 ･ 脚本: セ ル ゲ イ ･ M ･ エ イ ゼ ン シ ュ テ イ ン ｡

プ ロ コ フ ィ エ フ の音楽を使 っ て 戦闘 シ
ー

ン を音楽の 盛り上がりと連動す

る ように映像を モ ン タ ー

ジ ュ した実験的作品｡ 監督の エ イ ゼ ン シ ュ テ イ

ン は ､ 音楽と映像 の相関性を初め て理論的に実践し ､ こ の 歴史的ス ペ ク

タ ク ル を作り上げた ｡ 映画は ､ 13 世紀末 に実在した ア レ クサ ン ドル ･ ネ

フ ス キ ー 将軍が ､ 豊富な資源に恵まれた ロ シ ア の経済的利権を獲得しよ

うとする ス ウ ェ ー

デ ン 軍や ドイ ツ騎士団を勇猛果敢に粉砕し､ 祖国の危

機を救うと い うさまを措 い て い る ｡ 製作当時ソ 連とナチ ス ･ ドイ ツ は読

力衝突の緊張関係にあり ､ ソ 連の指導者ス タ
ー

リ ン は ､ 自らをネ フ ス キ
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一

になぞ らえて英雄的イメ ー ジを創出しようと した ､ あか ら さまな政治

的プロ パ ガ ン ダ映画 である と いう評価もこ の 映画にはあ る ｡

489 . ｢ ぼく 一 生 の 不覚 - 三 国同盟締結 ･ 松 岡洋右の誤算 - ｣ 〔200 1 年 9 月

26 日 『そ の とき歴史が動 い た』 ･ N H K ･ 4 5 分〕 出演者: 松平走知 ( ア

ナ ウ ン サ ー

) ､ 出演者 : 五 百旗頭真氏 ( ス タ ジ オ出演､ 神戸大学教授
･

日本政治外交史) 著書 に ､ 『日本の近代 6 戦争
･ 占領 ･ 講和』( 中央公

論新社) 『検証 ･ 歴史を変えた事件』( 共著 ､ T B S ブリ タ ニ カ) な ど多

数｡ ･ 加瀬俊 一 氏 ( V T R 出演 ､ 外交評論家)

その時 1 9 40 年 9 月27 日午後1 時1 5 分 日独伊三国同盟が締結され る

番組 のあらすじ : ヨ
ー ロ ッ パ で第二次世界大戦が始ま っ て 1 年後､ 日本

は ヒ ト ラ
ー 率 い る ドイ ツ ､ ム ッ ソ リ

ー

ニ 率 い るイ タリ ア と軍事同盟を結

んだ ｡ こ の 後日米関係は破局 へ の道をた どり ､ 翌年開戦 に至る ｡ 日本は

なぜ ､ ア メ リ カ と村立し仮想敵国とする同盟を結ん だの か ｡ こ の 同盟締

結に中心的役割を果た した の は ､ 当時の外務大臣
･ 松 岡洋右｡ ア メ リ カ

西海岸で青春時代を過 ご した松岡は ､ ｢ ア メ リ カ相手に は力を見せ つ け

る こ とが肝要｣ と考えた ｡ 松岡は ､ 反対派の説得を行い ､ ドイ ツ と の 秘

密交渉を進めた ｡ 松岡が作成 した極秘史料に は ､ 松岡が ソ 連をも同盟 に

加えた 4 国協商によ っ て ア メ リ カ に対抗しようと した構想が記され て い

る ｡ しか しそ の構想はやが て破綻し ､ 日本は破滅 へ の 道を進む こ と にな

る ｡ 日独伊三国同盟の締結に秘め られた松岡 の思 い と ､ 日本 の 運命を変

えた瞬間を措く ｡

490 . ｢ ベ ル リ ン 国際 マ ラ ソ ン ･ 生中継番組｣ 〔2 00 1 年9 月3 0 日 ･ N S T ･ 新

潟総合 テ レ ビ< フ ジ テ レ ビ系列> ･ 3 時間〕

日本の 若手ト ッ プ ア ス リ
ー

ト高橋尚子は ､ こ の 日 の マ ラ ソ ン で女子 の

マ ラ ソ ン最高記録を打ち立て る と い う快挙を成し遂げたが ､ 勝利の美酒

に酔 い しれ る間もなく ､ わずか二週間後そ の輝か し い 記録はあ っ さり と

塗り替えられ て しま っ た ｡

4 9 1 . ｢ ベ ル リ ン疾走 ･ 無敵 の車椅子 レ ー サ ー ｣ 〔200 1 年10月1 4 日 ･ 『情熱
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大陸』 ･ B S N < T B S 系列 > ･ 3 0 分〕

9 月3 0 日 ､ ベ ル リ ン 国際 マ
.
ラ ソ ン の 当日 ､ 4 2 . 1 9 5 キ ロ を車椅子 で走

る過酷な レ ー ス に挑もうとして い る の は ､ 車椅子 マ ラ ソ ン 日本最高記録

保持者である贋造純 ( ひ ろ みちじ ゅ ん ･ 2 7 歳) で あ る ｡ 車椅子 マ ラ ソ ン

は ､ 通常 の マ ラ ソ ン の 50 分前にス タ ー

トする ｡ ス タ ー

ト地点は ベ ル リ ン

の 西地区 でもあ る シ ヤ ル ロ ッ テ ン ブ ル ク ､
こ の 日 は140 人が参加した ｡

鹿追は ､ 神戸市か ら大分県の 日出 ( ひ じ) 町 に移り住ん で 2 年､ 地元 の

自動車部品メ
ー カ ー

で 働 い て い る ｡ 1 5 歳の ときに事故で脊髄を損傷 ､ 以

後車椅子 の生活をより前向きに生き る た め マ ラ ソ ン に挑戦 ､ 2 0 0 0 年 の シ

ド ニ
ー

･ パ ラ リ ン ピ ッ ク80 0 メ ー ト ル で銀メ ダ ル を獲得 ､ それ にさか の

ぼる こ と 4 年前の199 6 年大分国際車椅子マ ラ ソ ン で は ､ 日本人最高 の 2

位 に入 る ｡ そ して ､ こ の とき の優勝者ス イ ス の ハ イ ン ツ ･ フ ライ の も と

を訪ね ､ 直接 の指導を受けたりした ｡ 贋道が初め て の 海外参加ともなる

ベ ル リ ン車椅子 マ ラ ソ ン に参加した の は ､ 1 9 9 4 年､ こ の とき は路面 の悪

さに タイヤが パ ン ク し惨敗した ｡ そ して今回は雪辱を期して の参加でも
●

ある ｡ ス タ ー トの 直前 ､ 参加者の ハ イ ン ツ ･ フ ライ は贋道に視線を投げ

かけ､ そ して ｢ 今回 の ライ バ ル は誰で し ょうか｣ と いうイ ン タ ビ ュ ア ー

の 問 い か け に こう応 じる ｡ ｢ 今年の 世界陸上で好成績を挙げた贋道選手

で はな い で し ょうか｣ ｡ 贋道は フ ライか ら の 挑戟状を受け取 っ た ｡ 号砲

一

発 ､ い よ い よ ベ ル リ ン の 路上で車椅子 の90 分 の 過酷な戦 いが始まる ｡

4 9 2 . ｢ ドリ
ー ム ･ オ ン ･ ス テ

ー ジ/ タ カ ラ ジ ェ ン ヌ ･

イ ン
･ ベ ル リ ン｣

〔20 0 1 年10 月19 日 ･ B S 2 ･ 1 2 0 分〕

｢ 宝塚 ベ ル リ･ ン公演｣ は ､ 2o o 1 年6 月2 4 日 か ら 7 月 7 日ま で ､ ベ ル リ

ン の フ リ
ー ドリ ヒ シ ュ タ ソ トバ ラ ス ト ( F S P) で行わ れ た ｡ 宝塚歌劇団

は ､ 第二次世界大戟前に
一

度 ベ ル リ ン を訪れた こ とがあ る ｡ か つ て の｢ 壕

ガ ー

ル｣ た ち が 一 生懸命に稽古をし て い た19 38 年1 1 月 9 日 の ベ ル リ ン

で ､ 彼女たちは ｢水晶の 夜｣ 事件に遭遇 ｡ 稽古場 の前にあ っ た シ ナゴ
ー

グ で も放火騒ぎがあ っ たと いう ｡
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⇒ 関連映像資料: 45 5 . ｢ ブル ナ
ー ･ 最後の ナ チス｣ 〔本稿57 ペ ー ジ参照〕

4 93 . ｢ 恋 に 生きた天使 マ レ ー ネ ･ デ ィ
ー

トリ ッ ヒ｣ 〔20 0 1 年1 0月22 日 ･

『夢伝説 ･ 世紀 の主役たち』 ･ N H K ･ 4 5 分〕

｢ 百万 ドル の 脚線美｣ で世界を魅了した女優マ レ
ー ネ ･ デ イ

-

トリ ッ

ヒ
｡ 破天荒に生きた彼女の生涯を振り返る ｡ ドイ ツ生まれの彼女が ､ キ

ャ バ レ
ー

の 踊り子から ハ リ ウ ッ ドを代表す る大女優に成長する に い た っ

た裏側 に は ､
ス タ ン バ

ー

グ監督と の 劇的な出会 い と恋物語が奉 っ た ｡ 第

二次世界大戦中は祖国 ドイ ツ の ヒ トラ
ー に 反旗を翻し ､ 生涯の愛唱歌｢ リ

リ ー ･ マ ル レ ー ン｣ で ア メ リ カ兵の慰労に尽く した ｡ 戦後も精力的に活

動し､ 7 0 歳を過 ぎても世界を飛び回 っ た ｡ その
一

方 ､ 私生活で は自由奔

放な恋の遍歴を重ねた ｡ 自らの信じる道を生きたデ イ
- トリ ッ ヒ ｡ 実の

娘が赤裸 々 に語 る ｡ ゲス ト に は ､ 番組 の ナ レ
ー シ ョ ン を担当して い る ピ

ー タ ー

､ ナ ビゲ 一 夕 一 に は映画監督の篠田正浩を迎え ､ 今なお輝きを失

わな い デ イ
-

トリ ッ ヒ の 魅力に つ い て 熱く語り合う｡

⇒ 関連映像資料 : 41 8 . ｢ 花はどこ へ 行 っ た - 静か な る祈りの反戦歌 - ｣

〔2 00 0 年12 月 5 日 ･ 『世紀を刻ん だ歌』 ･ B S 2 ･ 7 5 分〕 ナ ビゲ
一 夕

-

: 小 林 克也 ｡ < 『法政 理論』 第3 7 巻 第 1 号 (2 0 0 4) p . 9 2
-

94 . 参

照 >

⇒ 関連映像資料 : 3 7 6 . ｢ リリ
ー ･ マ ル レ ー ン残照｣ 〔20 00 年 5 月14 ･ 『世

界 ･ わ が心 の旅』 ･ B S 2 ･ 4 5 分〕 < 『法政理論』 第3 7 巻第1 号(2 004)

p . 6 0 . 参照 >

49 4 . ｢ 日本を愛 した ア イ ン シ ュ タイ ン - そ の 悲劇｣ 〔2 00 1 年10月1 7 日 『そ

の 時歴史が動 い た』 ･ N H K ･ 4 5 分〕出演者: 松平走知アナウ ン サ
ー 【出

演者】
･ 池内了 ( い けうち

･ さ と る) 宇宙物理学者 ･ 名古屋大学教授 ､

相対性理論に詳しく ､ 宇宙物理に関する著書多数｡ また原子力の問題に

も関心をよせ ､ そ の著書も多数ある ｡

その 時 : 1 9 4 6 年5 月23 日 ､ ア イ ン シ ュ タ イ ン が原子力科学者緊急委員会

の委員長とし て核兵器の使用に反対する声明文を発表した日 ｡
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番組 のあらすじ : 20 世紀を代表する科学者アイ ン シ ュ タ イ ン は日本を深

く愛し ､ 日本に友人も多く い た ｡ 1 9 4 5 年 8 月 ､ 広島と長崎に原子爆弾が

投下された こ と は ､ アイ ン シ ュ タイ ン に衝撃を与えた ｡ 彼は ｢ 人類は科

学を コ ン ト ロ ー

ル しなく て はならな い｣ と い う平和運動 へ の第
一

歩を踏

み出すこと にな る ｡ 相対性理論 の 生み の 親 でもある ア イ ン シ ュ タ イ ン

は ､ 祖 国ドイ ツ で ナチ ス が台頭 し､ ユ ダヤ人の迫害が始まる と ア メ リ カ

に亡命する ｡ や が て ナ チ ス 打倒 の た め に は軍事力行使もや むな しと考

え ､ ア メ リ カ に原子爆弾の 開発を促す手紙に署名して しまう ｡ や が て ド

イ ツ は第二次世界大戦に敗北 ､ 原子爆弾は日本に投下 され た ｡ その知ら

せに悲しん だ アイ ン シ ュ タイ ン は ､ 科学を平和目的に の み使う べ きだと

訴え ､ 世界に核兵器廃絶運動を巻き起 こして い く ｡ 番組で は ､ ア イ ン シ

ュ タイ ン と 日本とを結ぶ逸話を紹介しながら ､ 彼の決断が科学 の コ ン ト

ロ ー ル と い う人類的テ ー マ の 先駆けとな っ た時を措く ｡ 番組で紹介され

る チ ェ コ 共和国 の テ レ
-

ジ ュ ン シ ュ タ ッ ト強制収容所 には ア イ ン シ ュ タ

イ ン の 二 人 の従姉殊 ( リナ
･ アイ ン シ ュ タイ ン ､ ベ ル タ ･ ドレ フ ユ ス)

が移送された ｡
一 人は到着間もなく死亡 ､ もう

一

人 は ア ウ シ ュ ビ ッ ツ 強

制収容所に送られたまま行方不明であ る ｡

⇒ 関連映像資料 : 4 32 . ｢ ア イ ン シ ュ タイ ン の苦悩 - 第 二次大戦と原爆開

発 - ｣ < 本稿39 ペ
ー ジ参照 >

49 5 . ｢ ス ペ シ ャ リ ス ト - 自覚なき殺識者 - ｣ 〔20 0 1 年10 月24 日 ･ W O W O W

･ 1 4 5 分〕

第二次世界大戦中に ｢ ユ ダヤ人移送計画｣ の責任者と して ユ ダヤ人を

強制収容所に送り込ん だナチ ス 戦犯 ア ドル フ ･ ア イ ヒ マ ン が196 1 年にイ

ス ラ エ ル の エ ル サ レ ム 地方裁判所 で裁かれた記録映像を再構成し て製作

され長編 ドキ ュ メ ン タリ ー 映画である ｡ 1960 年､ アイ ヒ マ ン が ア ル ゼ ン

チ ン に潜伏し て い た と こ ろをイ ス ラ エ ル の 国家機関が捕らえ ､ ア ル ゼ ン

チ ン の 国内法を破 っ て ひそか に撞致､ イ ス ラ エ ル に連行して裁判が行わ

れた ｡ 世界中か ら注目を浴び ､ 日本からも作家 の 開高健氏が取材に出か



8 6 ドイ ツ社会文化論と して の 映像メ ディ ア ･ ア
ー

カ イ ブス (吉田)

けて い る ｡ 脚本を手がけた の は ｢ 国境なき医師団｣ の 元総裁であ っ た ロ

ー ･ プ ロ ｢ マ ン と エ イ ア ル
･ シ ヴ ァ ン ( 監督 ･ 制作) ｡ 彼ら は ユ ダヤ

系 ドイ ツ人哲学者で後にア メ リ カ に帰化した ハ ン ナ
･ ア - レ ン トが 『イ

ス ラ エ ル の ア イ ヒ マ ン 悪の 陳腐さ に つ い て の報告』 (邦訳 みすず書

戻) で提起 した問題 に啓発を受けて3 50 時間に及 ぶ未公開 フ イ ル ム の 編

集を思 い立 っ た と いう ｡ ア
- レ ン トの著書は ､ アイ ヒ マ ン裁判の膨張記

録であり ､ そ の内容は当時大論争を巻き起こ した ｡ ア
- レ ン トは ､ アイ

ヒ マ ン を小心な凡人 ､ 従順な下級官僚にすぎな い と して ､ ユ ダヤ人社会

から反感を買 っ た ｡
'
戦争犯罪者が自分の行為を追及されて ｢ 命令で や っ

た だけ｣ ｢ 自分 の単独の判断で はな い｣ と自己弁護する の は い わば常套

手段であ る ｡ 最近 ､ 日本で特に目立 つ 事件として企業ぐるみ の犯罪が描

摘できる ｡ 例 えば食品の ｢ 不当表示｣ ､ 東電 の原発事故にみ られる ト ラ

ブ ル隠し､ 不当な価格操作な ど､ 企業 の利益第
一 主義の なりふ りの かま

わなさは ､ 枚挙に暇 ( い とま) が な い ｡ そ してそ こ に は何らかの意思決

定を行う ｢ 上司｣ が い て ､ その命令に無自覚に従うこ と に より企業と い

う名 の組織に忠誠を示そうとする下級官僚や ､ 平社員が い る ｡ 彼 らは ア

イ ヒ マ ン と同様 ｡ 凡庸な の か ､ 無自覚なの か ､ 問題 の性質こそ異なれ ､

組織犯罪として 同質であ る ｡ ア イ ヒ マ ン の 戦争犯罪関与と ､ アイ ヒ マ ン

裁判 の詳細 に つ い て は ､ 以下 の関連映像資料を参照の こ と ｡

= > 関連映像資料 : ｢ ア イ ヒ マ ン 裁判と現代｣ 〔2000 年 1 月3 1 日 ･ E T V ･

4 5 分〕 < 『法政理論』 第3 7 巻第1 号 (2 0 0 4) p . 4 3
-

4 4 . 参照 >

= 〉関連映像資料: 403 . ｢ ヒ トラ
ー

の 側近たちII(1) ア ドル フ ･ ア イ ヒ マ ン

･ 平凡な公僕の大罪｣ 〔2000 年9 月22 日 ･ E T V ･ ･ 4 5 分〕< 『法政理論』

第3 7 巻第 1 号 (20 0 4) p . 8 0 . 参照 >

= > 関連映像資料 : 29 4 . ｢ ナ チ ･ ハ ン タ ー - ア イ ヒ マ ン を追 い詰 つ め た男

- ｣ 〔19 99 年 5 月24 日 ･ E T V ･ 9 0 分〕 < 『法政理論』 第36 巻第3 ･ 4

号 (20 0 4) p . 2 7 8
-

2 8 0 . 参照 >

⇒ 関連映像資料 : ｢ コ ン ス ピラ シ ー ･ ア ウシ ュ ビ ッ ツ の 黒幕｣ 〔200 3 年
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1 0 月1 8 日 ･ W O W W O W ､
=

C o n s pi r a c y
"

,
2 0 0 1 年 ･ 英米) < 注 > 詳細は ､

2 0 0 3 年版 の原稿で扱う予定｡

⇒ 関連映像資料 : ｢ 言葉 - ア イ ヒ マ ン を捕らえた男たち - ｣ 〔2 0 03 年 2

月18 日 ･ B S 2 ･ 1 5 0 分〕 < 注 > 詳細 は ､ 2003 年版の原稿で扱う予定｡

4 9 6 . ｢ グリ ム 童話と女性 たち - メ ル ヘ ン 幻想紀行 - ｣ 〔200 1 年10 月2 7 日 ･

『地球に好奇心』 ･ B S 2 ･ 7 5 分〕

｢ 赤頭巾｣ や ｢ 白雪姫｣ ｢ ヘ ン ゼ ル と グ レ
ー

テ ル｣ ｢ ブ レ
ー メ ン の 音楽

隊｣ ｡ 1 8 8 2 年 に初め て刊行され て 以来 ､ 世界中の 人か ら親しまれ て きた

『グリ ム 童話集』 は ､ ヤ ー コ ブ とヴイ ル ヘ ル ム の グリ ム 兄弟が ドイ ツ 各

地 で聞き書きした民話や伝承がもと にな っ て い る ｡ 作品 に は ､ グリ ム 兄

弟の育っ た家庭環境や時代背景が深くかかわ っ て い る ｡ さ ら に ､ 何人も

の女性 の存在が大きく影響して い る こ と が最近 の研究か らわか っ て き

た ｡ 番組で は ､ 二 人 の故郷 ハ
-

ナ ウ か ら ､ 多く の童話の舞台とな っ た フ

レ
ー

メ ン まで ､ 兄弟 に ゆ かり の地を訪ね る ｡ 兄弟が幼年期を過 ごした シ

ュ タ イ ナ ウ の 旧居 ､ カ ッ セ ル の グリ ム博物館 ､ 童話にちなんだ銅像のあ

る街､ 兄弟が教鞭をと っ た ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン大学､ ドイ ツ 語辞典を編纂し

た ドイ ツ語辞典編纂所などを訪ねながら ､ グリ ム 兄弟の 素顔を探り ､ 童

話成立 の 経緯を解き明か して い く ｡

⇒ 関連映像資料 : 45 7 . ｢ 魔女の森の夜祭り - ドイ ツ ･ シ ー ル ケ - ｣ 〔20 0 1

年2 月16 日 ･ ｢ 地球の街角｣ ･ N H K ･ 3 0 分〕 < 本稿59 ペ
ー ジ参照 >

49 7 . ｢ 続 ･ エ ン デ の遺言 第 一 部 : 地 域通貨の 希望 第 二 部: 銀行 の未

来｣ 〔2 00 1 年11 月25 日 ･ B S l ･ 1 1 0 分 >

環境や人権な ど､ 様々 な活動に積極的に関わ っ て きた音楽家の坂本龍

一

は ､ 2 年前 に ､ ドイ ツ の フ ァ ン タ ジ
ー

作家 ミ ヒ ヤ エ ル ･ エ ン デ が死を

前にして残した
一 つ の メ ッ セ ー ジ に出会 っ た ｡ エ ン デ は次 の よう に語 っ

た ｡ ｢ 重 要 なポ イ ン ト は ､ た と えば ､
パ ン 屋 で パ ン を買う購入代金 と し

て の お金 と ､ 株式市場で扱われ る資本と して の お金は ､ 二 つ の 異な っ た

種類 の お金 で あ る と い う認識 で ある｣ ｡ 1 9 9 5 年 5 月 ､ N H K は ｢ エ ン デ
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の 遺言 - 根源からお金を問う - ｣ を放送した ｡ エ ン デ は ､ 亡くなる前に

N H K に ある提案を持ち込 ん で い た ｡ 環境 ･ 貧困 ･ 精神 の 荒廃な ど､ 現

代の様々 な課題 の根源にお金 の 問題が潜んでい ると言うもの で ある ｡ 番

組 は ､ エ ン デ の メ ッ セ ー ジを手がかり に ､ その 意味を読み解い て い こう

と い うもの であ っ た ｡ 世界恐慌 の嵐が吹き荒れた1920 年代は ､ 資本主義

の危機 の時代であ っ た ｡ そ の 中で ヨ ー ロ ッ パ や ア メ リ カ で は ､ 限られ た

地域だけで通用する ｢ 地域通貨｣ を発行し､ そ の危機を乗り越えようと

する試みが起きた ｡ エ ン デ は ､ こ の もう
一

つ の お金 にも注目し､ 現代の

金融 シ ス テ ム が抱える問題を根本から問 い かけた ｡ 番組で は ､ お金を機

能を ｢交換｣ に だけ限定した世界各地の 地域通過の取り組みを丁寧に紹

介して い る ｡ 地域通過は ､ 地域経済を活性化したり ､ コ ミ ュ ニ テ ィ ー の

新たな つ な がりを生み出す媒体とも いえる ｡ 欧米で は ､
ロ ー カ ル 通貨,

コ ミ ュ ニ テ ィ
ー

･ マ ネ ー な どとも呼ばれ ､ 現代世界中で およそ3 00 0 の 地

域通貨が用 い られ て い る と言う｡ 1 9 9 5 年の番組が放送される と ､ その直

後から様々 な市民団体や行政などの問 い合わせが相次 い だ｡ 国が発行す

る通貨とは全く別の地域通貨 の存在とそ の可能性に多くの 日本人が注目

した の である ｡ 時はまさ に バ ブ ル崩壊の失われた10 年の時期 でもある ｡

今回の続編で は ､ 坂本を番組の案内人と して ､ 日本全国 で起き つ つ ある

｢ 地域通貨ム
ー ヴメ ン ト｣ が紹介され て い く ｡ 番組は ､ まず地域通貨の

代名詞ともな っ た ｢ 西千葉｣ の 地域通貨 『ピ
ー

ナ ッ ツ』 の紹介から始ま

る ｡

⇒ 関連映像資料 : 2 8 5 . ｢ M ･ エ ン デ の 遣手 - 根 源 か ら お金を問う - ｣

〔19 9 9 年 5 月 4 日 ･ B S 2 〕 < 『法 政 理 論』 第36 巻第3 号 (20 0 4) p .

2 0 - 2 2 . 参照 >

49 8 . ｢ 心 を結ぶ地域通貨｣ 〔2 00 1 年12 月 5 日 ･ 『ク ロ ー ズ ア ッ プ現代』 ･

N H K ･ 2 5 分〕

今､ 全国各地 で ､ 限定された地域だけで流通する新しい お金として地

域通貨が生まれ て い る ｡ 千葉県では ､ 大型ス ー パ ー

の 進出で売上が落ち
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込 む商店街が ､ 買 い 物客を取り戻そうと地域通貨を導入した ｡ ま た ､ 北

海道 ･ 栗山町で は ､ 高齢化が進む中､ 介護保険で カ バ ー で きな い サ ー ビ

ス を補うため地域通貨を導入した ｡ ｢ 足 が悪 い の で 買 い物をして｣ ｢ 窓拭

き ､ 庭の 草取り ､ 雪かき｣ と い っ た高齢者 の要望をか なえると ､ 地域通

貨を受け取る ｡ 地域通貨が流通す る こ と に よ っ て ､ 高齢者は子 ども に昔

話をしたり､ 昔ながら の生活の知恵を教える等､ 世代間の交流も生まれ

始め た ｡ 東京 ･ 渋谷で は ､ 企業､ 環境 N P O が参加 して新し い 商業圏を

作る という新たな試みも始ま っ た ｡ 人間関係の 変化や不況 の 中 で ､ 急速

に広がる地域通貨の背景を追う｡ ( N O . 1 5 1 3)

4 9 9 . ｢ 狂牛病 ･ 信頼をどう取り戻す の か｣ 〔20 0 1 年12 月6 日 ･ 『ク ロ ー ズ

ア ッ プ現代』
･ N H K ･ 2 5 分〕

牛 の仝頭検査が始ま っ て から 1 か月あまり ｡ 2 頭目 ､ 3 頭 目 の 狂牛病

の午があ い つ い で 発見された ｡ /ト売店 ､ ス
ー パ ー

･ ､ 生産者､ それぞれ の

場で消費回復 の ため の 模索が始ま っ た央先の こ と だ っ た ｡ 去年､ 牛肉消

費低迷に苦しんだ欧州 で は ､ 店頭 の パ ッ ク詰め の肉に添付された バ
ー コ

ー ドか ら牛まで瞬時にたどれ る シ ス テ ム を導入するな ど､ 徹底した牛肉

の管理と情報公開を行 い ､ 消費者の信頼を取り戻すことに成功し つ つ あ

る ｡ 先進地欧州 の経験を参考に ､ い ま日本が何をしなければならな い の

か考える ｡ ( N O . 1 5 1 5) ス タ ジ オ出演 : 谷田部雅嗣 ( N H K 解説委員)

味田村太郎 (N H K 科学文化部記者) ｡

●牛肉の安全性に つ い て< 厚生労働省ホ
ー ム ペ ー ジより > 英国で の実験

･ 研究の結果 ､ 脳 ､ 脊髄 ､ 眼及 び回腸遠位部 (小腸 の最後 の部分) 以外

の と こ ろ から狂牛痛 の感染はなく ､ 牛乳 ､ 乳製品からも感染はな い とさ

れ て い る ｡ ま た ､ ｢ 国際獣疫事務局｣ ( O I E) の 基準 で も ､ 牛肉は危険部

位で はをい と され て い る ｡ 狂牛病 に つ い て : 1 9 8 6 年に初 め て英国で報告

された牛の病気｡ 脳 の組織が ス
■
ポ ン ジ状 になり ､ 運動失調など の神経症

状を起こす｡ 潜伏期間は 2 - 8 年で ､ 発 症後2 週間から 6 カ月 で死亡す

るとされ て い る ｡ ｢ プリ オ ン｣ と い うた ん ばく質が異常化して ､ 感染す
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る とさ れ て い る ｡ 経口 で感染し ､ 感染牛の脳や脊髄 ( せきずい) な どを

含んだ飼料が原因と考えられて い る ｡ 人 へ の感染に つ い て : 人間の痴呆

症 の
一

つ で あ る ｢ 新型ク ロ イ ツ フ ェ ル ト ･ ヤ コ ブ病 ( CJ D)｣ は ､ 狂 牛

病の午から感染した疑 い が強 い と指摘され て い る ｡ 痴呆と歩行障害が急

速 に進み ､ 運動 ･ 思考能力を失う｡ 発症から 1 - 2 年で 死 に至 る ｡ 感染

は ､ 狂牛病に感染した牛 の骨髄や臓器な どを口 に した場合だと考えられ

て い る が ､ 詳 し い こ と はわ か っ て な い ｡ どの 程度食 べ れ ば発病するかな

ども不明 ｡ 日本 で は ､ 狂牛病の 午から感染したと見られる ｢新型ク ロ イ

ツ フ ェ ル ト ･ ヤ コ ブ病｣ はまだ見つ か っ て い な い ｡ 肉骨粉に つ い て : 肉

骨粉は ､ 肉牛などを解体した際 に ､ 筋肉な ど食べ る部分を除 い た残り の

内臓や皮､ 骨などをまとめ て化学処理 し､ た ん ばく質だけを取り出して

作 っ た飼料 の こ と ｡ それ自体に毒性はな い ｡ ただ ､ 狂牛病の牛の脳など

が原料と して使われ る と ､ 感染力を持ち ､ 他の牛が食 べ る と ､ 狂牛病を

発病する こ とがある ｡ 日本も
一

時的 に製造や販売､ 使用を禁止した ｡

500 . ｢ ベ ー

ト
ー ヴェ ン ･ 謎 の 恋人 - 楽聖を変えたボ ヘ ミ ア の 夏 - ｣ 〔2 00 1

年12月22 日 ･ 『地球に好奇心』 ･ B S 2 ･ 7 5 分〕

ク ラ シ ッ ク音楽の巨匠 ベ
ー ト ー ベ ン の 亡くな っ た翌 日 ､ 本 人直筆の悲

文が発見され た ｡ ｡ そ の 手紙 に宛名は記され て い なか っ た が ､ ｢ 不滅 の

恋人｣ と呼びかけて い る ｡ こ の手紙が善かれた の は ､ ベ
ー

ト
ー ベ ン が4 1

歳 の 夏 (18 1 2 年) ､ ウ ィ
ー ン を出発しボ ヘ ミ ア を目指して 旅をした時の

こ と である ｡ 生涯で最後の恋愛は ､ 後の作品 に大きな影響を与えたと言

われ る ｡ ｢ 不 滅 の 恋人｣ と は い っ た い 誰な の か ｡ ｢ 不滅 の 恋人｣ に送 っ た

はずの手紙を ベ ー ト ー ベ ン は なぜ手元 に残して お い た の か
?
番組は ､ 結

局 ｢ 不滅 の恋人｣ と結ばれ る こ と は なか っ た ベ
ー

ト
ー ベ ン の ボ ヘ ミ ア旅

行の足跡をた どる ｡ ボ ン の ｢ ベ ー ト ー ベ ン ハ ウス｣ 館長 の ミ ヒ ヤ エ ル ･

ラ
ー

デ ン ブ ル ガ
- さ ん は番組の 中 で次の よう に語 っ て い る ｡ ｢ ベ

ー

ト
ー

ベ ン は耳の病や ､ 女性問題な どで い つ も悩んで い ま した ｡ 彼の 人生 は次々

と起 こる困難を克服し て い く こ と の 繰り返し で した ｡ その たび に べ
-

ト
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- ベ ン は ､
一

時の感情に押し流されそうになる自分に打ち勝とうと した

の です ｡ ベ ー ト ー ベ ン は 困難を受け入れ る こ と で自己を作り上 げて い っ

た人です ｡ 中で も ｢ 不滅 の 恋人｣ と の 恋愛は ､ 彼の 人生 に大きな影響を

与えました｣ ｡ こ の お出来車以後 の彼は 二度 と恋愛をする こ と はなく ､

その 音楽はより深く ､ そ して 人間の内面 の探求 へ と向か っ て い く こ と に

なる ｡ 評論家 の 青木や よ ひ さ ん は ､ 40 年 に わ たり ベ
ー ト ー ベ ン の ｢ 不滅

の 恋人｣ に つ い て調査研究の た め ､ た び た び ボ ヘ ミ ア を訪れ ､ 謎を解く

手がかりを捜し求め てきた占 ベ
ー

ト
ー ベ ン の 人間像と音楽を理解する鍾

は ､ 恋人 と の ドラ マ の 中 にある と青木さんは考えて い る ｡

= 〉関連映像資料 :

5 01 . ｢ 不滅の恋 ベ ー ト ー ヴェ ン｣ (
"

I m m o rt al B el o v e d
=

､ 1 9 9 4 年 ･ ア

メ リ カ) 監督: バ
ー

ナ
ー

ド ･ ロ ー ズ ､ 出演: ゲイ リ ー
･ オ ー

ル ドマ ン ､

イ ザ ベ ラ ･ ロ ッ セ リ
ー

ニ
､
ヨ ハ ン ナ

･ テ ア ･ ス テ - ゲ ､ ジ ュ ロ
ー ン ･

ク ラ ッ ペ ｡

楽聖 ベ
ー

ト
ー ヴ ェ ン の 遺書 に記された ｢ 不滅の恋人｣ と は誰だ っ た

の か ｡ 今日なお謎とされる音楽史上 の ミ ス テ リ
ー を軸に ､ 大作曲家 の

愛と波乱 の 生涯を措い た音楽伝記映画 ｡ フ ラ ン シ ス
･ コ ッ ポ ラ の ｢ ド

ラ キ ュ ラ｣ や ｢ レオ ン｣ な どで強烈な個性を放 っ た ゲイリ
ー

･ オ
ー

ル

ドマ ン が ､ 激情家と して知られた ベ
ー ト ー ヴ ェ ン に扮し､ 大胆か つ 繊

細な演技で孤高の芸術家の 内面 に迫る ｡ ゲ オ ル グ ･ シ ョ ル テ ィ 指揮 の

ロ ン ドン交響楽団や ､ ヨ
ー

ヨ
ー ･ マ

､
エ マ ニ ュ エ ル

･ ア ッ ク ス ､
マ レ

イ ･ ベ ライ アら 一

流演奏家の新録音に よる名曲が全編を彩る ｡ ス ト
ー

リ
ー

: 1 8 2 7 年 ､
ベ ー

ト
ー ヴ ェ ン ( オ

ー

ル ドマ ン) が世を去 っ た ｡ 彼 の

遺書に は ､ ｢ 全財産 ･ 楽譜を不滅 の恋人 に さ さげる｣ とあ っ た が ､ 弟

子 の シ ン ドラ
ー

( ク ラ ッ ペ) は ､ ｢ 不滅 の 恋人｣ 探しを始め ､ か つ て

ベ ー ト ー ヴ ェ ン が ピア ノを伯爵夫人ジ ュ リ エ ツ タ ( ゴ リ ノ) ､ ピア ノ

協奏曲第五番 ｢ 皇帝｣ の初演で彼を観客の 失笑から救 っ た伯爵夫人ア

ンナ ･ マ リ
ー

( ロ ッ セ リ
ー ニ) と会う ｡ や が て ベ

ー

ト
ー ヴ ェ ン が弟 カ
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カ イ ブス ( 吉田)

ス パ
ー

ル と その妻 ヨ ハ ン ナ ( テ ア ･ ス テ - ゲ) に対 し ､ 屈折 した愛情

を抱 い て い た こ とが明らか になる ｡ なお ､ ア ン ナ ･ マ リ
｣
役の イザ ベ

ラ ･ ロ ッ セ リ ー ニ は ､ 往年の名女優イ ン グリ ッ ド ･ バ ー

グマ ン の 娘 で

ある ｡

502 . ｢ 北海の郵便配達夫｣ 〔20 0 1 年12 月26 日 『ヨ ー ロ ピ ア ン ラ イ フ』 ･ B S

1 ･ 2 0 分〕

ドイ ツ北部 の バ ル ト海沿岸に位置する ハ リゲ ン諸島｡ こ こ は遠浅 の海

に い く つ か の島が点在する ｡ 主な島は ､ ラ ン ゲネ ス 島､ グル ー デ島そし

て オ ー ラ ン ド島 ｡ 肥沃な湿原が広がる島々 に人々 が住み着い た の は14 世

紀の こ と である ｡ 低地の た め ､ 土を盛 っ て作られた小高い 丘 の 上 に住居

が建てられ て い る ｡ 番組の主人公 フ ィ
ー

デ ･ ニ ッ セ ン さ ん ( 52 歳､ 1 94 8

年生まれ) は ､ こ れ らの島々 を結ぶ郵便配達夫で ある ｡ 彼 は満潮の 日 は

船に乗り ､ そ して干潮を狙 っ て は ､ 島々 を結ぶ 海面すれすれ に走る ト ロ

ッ コ に 乗 っ て毎日郵便物を配達して 回る ｡ 番組の最後に彼は次の ように

語 っ て い る ｡ ｢ どんな に メ デ ィ ア が発達 して も ､ 私 の仕事はなくならな

い で し ょう｡ E メ ー

ル の 普及 で郵便の数は減りました ｡ しか し ､ メ
ー ル

で は送れな い もの もあります ｡ た とえば ､ 新聞や小包 です ｡ 私 の仕事は

続きますよ ｡ 郵便を受け取る人が喜び ､ 私 の仕事を理解してくれれば幸

せ です ｡ 郵便配達は ､ すばらしい 仕事ですよ｣ ｡
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お わり に ､ そ して郵便配達夫フ ィ
ー デ ･ ニ ッ セ ンさ ん へ の オ マ ー ジ ュ

と して

か つ て ､ 手紙 と い えば ､ 手書き の 草稿を作り ､ しかも目上 の 人には ワ

ー プ ロ で は失礼に当たる と勝手に思 い込み ､ わ ざわざカナク ギ流 の手書

き で した た め たりして ､ 時に は気の利 い た ふりをして記念切手を何故ち

貼り付けて投函した ｡ 返事を待つ こ と数日 ､ あ る い は数週間｡ そうした

間延び した時間は ､ 当時無意味と感じて い た だ ろうか ｡ もち ろ ん ､ 事務

的に期限が迫る事柄で は ､ 間に合うか どうかかなり焦燥感に襲われ て い

た こ とも明確に記憶して い る ｡ い ら い ら しながら返事を待 っ た こ ともあ

る ｡ だ が ､ 無意味で はなか っ た ｡ な ぜなら ､ 何かを待つ 時間 ､ 自分はき

っ ちりと生きられ て い た か ら であ る ｡ 今は情報 の相互 の やり とりは速

い
｡ イ ン タ ー ネ ッ ト は文句なしに便利である ｡ 情報は欲しければすぐ辛

に入る商品 の
一 つ と な っ たが ､ イ ン タ

ー

ネ
1
y トの 情報に は ､ 何か質感を

感じな い ｡ つ まり ､ 重 さを感じな い ｡ そう こうする間に筆者を含め て ､

どうやら多くの人 々 は ｢ 待つ こ と｣ そ して ｢ 待 つ こ と｣ に 関わ る悲哀や

喜びと い うメ リ ハ リ の ある感性も失 っ て しま っ たら し い ｡. か つ て フ ィ
ー

デ さ ん は ､ ト ロ ッ コ で 配達中に海 の真ん中で天候 の 急変に遭遇 ｡ 体は海

水に つ かりながらも ､ 必死 で押しながら ､ 命からがら島にた どり つ い た

こ ともあると いう ｡ 仕事を忠実に こなそうとす る勤勉な ドイ ツ人 の典壁

を見る思 い がする ｡ そ こ に は ､ で き る だけ楽をして金を儲けようと いう

拝金主義 の 姿は皆無であ る ｡ 今日本 で は ､ ｢ 仕事｣ をめ ぐる価値観が揺

れにゆれ て い る ｡ ただ ､ フ ラ ン ス 語で ｢ 仕事｣ を意味する ｢ ト ラヴ ァ
-

ユ (t r a v aill e)｣ が語源的 に ｢ 苦痛｣ を意味し､ そ し て ドイ ツ 語 で ｢ 仕

事｣ を意味する ｢ ペ ル
ー

フ ( d e r B e r u f)｣ が語源的に ｢ 天職｣ を意味

して い る と いう こ と は ､ 示唆的である ｡
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